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御嵩小学校 4 年生（平成 24 年度）の作品

乗って残そう、 広見線

※裏表紙の「表紙から」もご覧ください。

【巻頭】御嵩町は“環境モデル都市”に選定されました！
○“みたけのええもん”が決定しました！（P5)
○地域の情報をラジオでお伝えします！ FM らら（P6)
○ゆるしません、滞納！！ 5 月は、町税などの“収納強化月間”です（P10)
○平成 25 年度の自治会長さんです（P15)　　○町長月記（P35)

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 

ふれあい予約バスは
ぼくが目印だよ！



巻  頭巻  頭
御嵩町は

“環境モデル都市” に選定されました！

　この 3月、内閣府が公募した「環境モデル都市」に、新たに全国で 7つの都
市が選定され、その 1つとして、御嵩町が選定されました。岐阜県内の自治体で
環境モデル都市に選定されたのは、御嵩町が初めてです。
　御嵩町は、これまでも「活力ある環境にやさしいまち」をめざし、町の実情に
マッチした諸施策に取り組んできましたが、今回の選定を契

けい き

機として、地球温暖
化防止に向けた着実な取り組みを進めていきます。

【環境モデル都市とは…】
　我が国を低炭素社会に転換していくため、温室効果ガス
の大幅削減など、高い目標を掲

かか

げて先
せんく

駆的
てき

な取り組みにチャ
レンジする都市を政府（内閣官房地域活性化統合事務局）
が選定し、未来の低炭素都市像を提示するものです。
　国は、町の計画に対し、有識者による専門的知見に基づ
いたアドバイスなどの支援をおこないます。
　平成 20年度に 13都市が選定され、今回、新たに御嵩町
を含む 7都市が選定され、全国で 20の環境モデル都市が誕
生しました。

【御嵩町の環境モデル都市提案の特色】
　中山道の宿場や希少動植物が生息する貴重
な自然環境を有する里山のまち「みたけ」の
特徴を踏

ふ

まえた、「森林経営信託方式による
森林の再生」を切り口とした提案です。さら
に、かつて「亜炭のまち」として日本のエネ
ルギーを支え、現在は廃

はいこう

坑陥
かんぼつ

没被害という深
刻な課題を抱

かか

えており、この課題解決を図る
なかで低炭素社会の形成をめざすことなどが
特色です。

【具体的な取り組み】
　御嵩町の提案は、大きく 4つの分野で構成しています。

① 森林の再生
② 公共交通の

再生

③ 家庭での

削減活動

④ 亜炭鉱廃坑の

大規模陥没も想定した

分散型エネルギーへのシフト

～　① 森林の再生　～

◎ 森林経営信託方式による持続可能な森林経営
　�　持続可能な森林経営のモデルとして、信託先の可
茂森林組合とともに、健全で豊かな森づくりを計画
的に推進します。

　【森林経営モデル「森林経営信託」のメリット】
　　・�適正に管理された森林が契約期間後に返還。
　　・�隣接する民有林の集約化による効率的な施業。
　　・�森林資源（間

かんばつざい

伐材など）の有効利用。
　　・�治山・治水機能が高まり、林地災害防止。
　　・�森林整備により、CO₂ （二酸化炭素）

の吸収量が増大。
　　・町の負担はない。
　　・収益の配当を受けることができる。

◎ 企業の森づくり
　�　企業との協定による森林再生の仕組み。
　�　森林の恩恵を受ける企業を中心に、社会貢献
活動のため、自ら水源林整備に取り組む企業の
森づくりを推進します。

◎ 町民参加による森林保全
　�　森林ボランティア水

み ど り た い

土里隊。
　�　町民で組織し、町有林保全活動などを推進し
ます。

▲��環境モデル都市
ロゴマーク
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まちづくり課エコ推進係（内線 2232)

◇ 町有林管理における信託の仕組み ◇

信託契約
信託期間 10年

配�当

信託手数料
積�立

収�益

管　理

剰余金

利用間伐など

次
期

管
理
費

移転登記
信託登記

（
委
託
者
）　　
　
　
　

御
嵩
町
（
森
林
所
有
者
）

林業経営
実績報告

（
受
託
者
）　　
　
　
　

可
茂
森
林
組
合　

   　
　

販�

売

10 年後に管理された森林が返還される

～　② 「公共交通の再生」 と 「次世代自動車への転換」　～

◎ 公共交通の再生による CO₂ 排出抑制
　�　CO₂ 排出量の削減のためには、クルマ社会から
「クルマに頼らないまち」へと変わることが必要で
す。御嵩町環境基本計画に掲げる「エコ！お出かけ・
ノーカー運動」などを実践し、公共交通利用への
意識改革を図り、利用を促進します。

◎財政支援による鉄道存続
　�　今後も名鉄に対する財政支援を継続しつつ、活
性化協議会による維持・存続への取り組みをおこ
ないます。

◎バスによる移動環境の整備
　�　鉄道駅へのバスによる効率的なアクセスを構築
し、利便性を向上します。

◎パーク＆ライド拠点の拡充
　�　御嵩駅前の無料駐車場の利用啓発をおこない、
名鉄広見線の利用者拡大を図ります。

◎ EV・PHV の普及促進
　�　ハイブリッド自動車によるコミュニティバスの
運行や、自家用車・公用車の EV化・PHV化など
により、CO₂ 削減を推進しながら、エコドライブ
の必要性やエコカーの普及・啓発をおこないます。

◇ 新たな公共交通体系に ◇

ふれあいバス ふれあい予約バス

名鉄広見線

▶��太陽光で充電する
電動自転車

▲�EV公用車の導入

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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まちづくり課エコ推進係（内線 2232)

～　③ 家庭での削減活動　～

◎一人ひとりがすぐに行動できる取り組みの実践
　�　身近に実践することができる節電に関する 7つ
の取り組みを「みたけ節電宣言」として省エネ行
動を実践し、さらに、この省エネ活動の普及モデ
ルとして「向こう三軒両隣�節電チャレンジ」事業
を推進します。

◎エコ住宅の普及促進
　�　エコ住宅仕様のモデル観光施設「御嶽宿わいわ
い館」において、省エネ住宅のモデルとして普及・
啓発をおこないます。

▶��エコ体験型モデル
観光施設「御嶽宿
わいわい館」

～　④ 分散型エネルギーへのシフト　～

◎「スマートコミュニティ構想」の推進
　�　亜炭鉱廃坑集中地域におけるエネルギー自立型
避難所群を構築します（庁舎などへの新エネ導入
と省エネ化）。

◎家庭用・事業所用太陽光発電の普及促進
　�　全国初の災害時地域支え合い（電力融

ゆうずう

通）共助
条件つき補助制度を普及し、設置を促進します。

◀�太陽光発電量予測マップを公開しています

　これらの施策を実施しながら、一方で、将来を担
にな

う子どもやおとな
への環境教育、環境指導者の養成など、住民・行政・教育機関・企業
が連携し、環境問題に主体的に取り組む人材育成を進めていきます。
　“�地域が抱える課題に向き合うこと�”
　そのことがそのまま、環境にやさしい地域づくり、地球
温暖化問題に向き合うことになる取り組みとなっています。
　環境モデル都市事業の推進にあたり、住民のみなさんの
ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ：まちづくり課エコ推進係　担当：可
か に

児・松
まつい

井（内線 2232）

◀�

環
境
モ
デ
ル
都
市
選
定
証

◎ 家庭からの廃棄物の削減
　�　マイバッグなどの運動の推進、生ごみの堆

たい ひ

肥化
か

などにより、CO₂ 削減を推進するとともに、廃棄
資源を再生可能な資源として、エネルギーを有効
活用し、環境負

ふ か

荷の少ない循
じゅんかんがた

環型のまちづくりを
実現します。

みたけエコシンボルキャ
ラクター「ミーモくん」
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まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235)

“みたけのええもん” が決定しました！

　町では、平成 24年度から「みたけのええもん認定制度」をスタートさせ、町の活性化のため、
御嵩町にある選りすぐりの食べ物や飲み物を「みたけのええもん認定品」として認定しています。
認定した商品は、町をあげてPRし、特産品として多くのみなさんに知っていただけるように支援
していきます。
　今回初めてとなる募集では、11点の申請がありました。審査会による審査結果をもとに認定の
可否を決定し、次の 3点が「みたけのええもん認定品」として認定されました。

■問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：山
やまだ

田（内線 2235）

　�  みたけ華ずし

　御嵩町の歴史や自然の物語を華やかなお寿司に表現しました。
御嵩町の新たな郷土食として普及するよう、積極的に町内外で
華ずしづくり体験講習会を開催しています。活動が評価され、
平成 24年度に「産業観光まちづくり大賞」特別賞を受賞しまし
た。東海北陸自動車道�長良川サービスエリアのレストランでは、
『みたけ華ずしおもてなし御

ごぜん

膳』が販売中です。
★�毎週火曜日、御嶽宿わいわい館で「みたけ華ずしの日」を開
催しています。
　○午前 11時～　みたけ華ずしの販売（限定 20食）
　○午後 1時 30分～　みたけ華ずし体験講習会

（定員 15名／受講料 1,000 円）　　　
※作ったお寿司はお持ち帰りできます。　

　�  ぽっこり緑茶

　上之郷中学校で生産されている舳
へ ご や ま

五山茶
ちゃ

を使用しているクッ
キーです。お茶の甘みと香り、さくっとした歯ごたえをお楽し
みいただけます。
　あゆみ館、御嶽宿さんさん広場（毎週木曜日）、町内イベント
などで販売しています。
※数に限りがありますのでご了承ください。
◎販売価格：100 円（5個入）
■問い合わせ：あゆみ館　中1151-24（新木野）　☎�68-0611

　�  御嵩道中　焼きおむすび

　御嵩町産の米・大根・味
み そ

噌を使用した焼きおむすびは、江戸
時代の庶

しょみん

民や旅人の食生活を再現しています。竹皮の包みが、
中山道を行く旅人気分を盛り上げてくれます。
◎販売価格：500 円（3個入）
■問い合わせ：喫茶ぽっかぽか
　上恵土575（新町）
　☎�67-8270

 

▲��みたけのええもん認定
品には、このマークが
ついています

◎販売価格：300 円～
■ 問い合わせ：御嶽宿わいわい館
　御嵩 1554-1（昭和町）　☎�42-8580

5 ほっと みたけ　2013. 5



時間
番組／出演パーソナリティー 番組／出演パーソナリティー

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日
7：00 ＦＭらら　モーニングライン（地域情報を中心に）

☆生放送　月　笹谷祐実子�ほか　　　火　徳田光恵・可児さとみ�ほか
　　　　　水　岩田邦夫�ほか　　　木　大川実音吏　　　金　小椋明子�ほか

ミュージックライン

ミュージック
ライン

8：00

9：00 ミュージックライン

月～金 8：00～ 8：03　「おはよう可児市役所」【提供：可児市】
火 8：20 ～ 8：40　「よってりゃあみたけ情報局」【提供：御嵩町】
金 8：20～ 8：40　「HOTエリアみのかも」【提供：美濃加茂市】

ＦＭらら　サタデーライン
☆生放送　「ららサタデー」涼夏・
ジュニア（安藤嘉紘、第 1・3）ほか
10：00 ～ 10：15　「地域でがんば
る可児の人」【提供：可児市】

10：00

11：00 ＦＭらら　ハロー！ライン（子育て、まちづくりを中心に）
☆生放送　月　「マンデーイレブン」　　　火　「しゃららん広場」後藤佳美�ほか
　　　　　水　「トライアングルトーク」さとぽん（北原さとみ）�ほか
　　　　　木　「もくもく！ランチ」　　　金　「懐かしの昭和歌謡」

「オーラ�デ�ショーロ」
（ブラジル音楽）

12：00

ミュージックライン
13：00

木 11：20～ 11：35　「可児市役所からこんにちは」【提供：可児市】

ミュージックライン

「地元情報バラエティー
みのかもっと！」

【提供：美濃加茂市】

14：00
ＦＭらら　サタデーライン

☆生放送　「モコモコグラフィティ」

15：00
ＦＭらら　サタデーライン

☆生放送　「Sugar�Rock�Yammy」

16：00 ＦＭらら　ティータイムライン（音楽を中心に）
☆生放送　月　「楽屋ラジオ」　　　火　「トムずクルーズ�for�you ♪」
　　　　　水　「GOOD　LIFE」　　　木　「美幸のリフレッシュタイム」
　　　　　金　「ROCKぱわーすてーしょん」

ＦＭらら　サタデーライン
☆生放送　「サタヨン�すばらしき仲間たち」

17：00
「席亭　やまちゃんの

落語がいちばん！」
「落語」
（再放送）

18：00
　　　ミュージックライン

「ラジオ・フォーラム」 ミュージック
ライン19：00 ミュージックライン20：00

21：00～
翌 7：00 　　　ミュージックバード ミュージックバード

企画課秘書広報係（内線 2200)

地域の情報をラジオでお伝えします！

　コミュニティＦＭ放送局「ＦＭらら」が、昨
年度、開局しました。
　放送エリアは、御嵩町・可児市・美濃加茂市
です。地域に密着した情報や災害時の緊急情報
をいち早く、みなさんにお伝えします。
　“ＦＭらら　76.8 ＭＨｚ”をぜひ聴いてみて
ください。

◎コミュニティ FM 放送局とは…

　市町村など一部の地域において、その地域に
密着した情報を提供するためのＦＭ放送局です。
また、地域の特色を生かした番組などを通じて、
きめ細かな情報を発信するだけでなく、防災情
報を発信することで、安全・安心なまちづくり
に貢献できる放送局です。地域を限定した放送
局であるため、地元密着型の放送内容が可能と
なり、地元限定の災害情報が得られる利点があ
ります。

◎災害時の緊急放送も…

　開局日の昨年 7 月 24 日、町はＦＭライン
ウェーブ㈱と、町域に密着した緊急放送を連携
しておこなう協定を締結しました。
　災害が発生する恐れがある場合の事前の防災
情報、災害発生時の避難情報、災害発生後の被
災者の支援情報など、情報発信源として活用し
ていきます。

■問い合わせ：企画課秘書広報係　担当：金
かねこ

子
　�（内線 2200）／ＦＭらら（ＦＭラインウェー
ブ㈱）　☎�50-2080
　ホームページアドレス�http://fm768.jp

大
おおかわ

川実
み ど り

音吏�さん（新町） 安
あんどう

藤嘉
よしひろ

紘�さん（若宮町 1）後
ごと う

藤佳
よし み

美�さん（本郷） 北
きたはら

原さとみ�さん（西田） 6



時間
番組／出演パーソナリティー 番組／出演パーソナリティー

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日
7：00 ＦＭらら　モーニングライン（地域情報を中心に）

☆生放送　月　笹谷祐実子�ほか　　　火　徳田光恵・可児さとみ�ほか
　　　　　水　岩田邦夫�ほか　　　木　大川実音吏　　　金　小椋明子�ほか

ミュージックライン

ミュージック
ライン

8：00

9：00 ミュージックライン

月～金 8：00～ 8：03　「おはよう可児市役所」【提供：可児市】
火 8：20 ～ 8：40　「よってりゃあみたけ情報局」【提供：御嵩町】
金 8：20～ 8：40　「HOTエリアみのかも」【提供：美濃加茂市】

ＦＭらら　サタデーライン
☆生放送　「ららサタデー」涼夏・
ジュニア（安藤嘉紘、第 1・3）ほか
10：00 ～ 10：15　「地域でがんば
る可児の人」【提供：可児市】

10：00

11：00 ＦＭらら　ハロー！ライン（子育て、まちづくりを中心に）
☆生放送　月　「マンデーイレブン」　　　火　「しゃららん広場」後藤佳美�ほか
　　　　　水　「トライアングルトーク」さとぽん（北原さとみ）�ほか
　　　　　木　「もくもく！ランチ」　　　金　「懐かしの昭和歌謡」

「オーラ�デ�ショーロ」
（ブラジル音楽）

12：00

ミュージックライン
13：00

木 11：20～ 11：35　「可児市役所からこんにちは」【提供：可児市】

ミュージックライン

「地元情報バラエティー
みのかもっと！」

【提供：美濃加茂市】

14：00
ＦＭらら　サタデーライン

☆生放送　「モコモコグラフィティ」

15：00
ＦＭらら　サタデーライン

☆生放送　「Sugar�Rock�Yammy」

16：00 ＦＭらら　ティータイムライン（音楽を中心に）
☆生放送　月　「楽屋ラジオ」　　　火　「トムずクルーズ�for�you ♪」
　　　　　水　「GOOD　LIFE」　　　木　「美幸のリフレッシュタイム」
　　　　　金　「ROCKぱわーすてーしょん」

ＦＭらら　サタデーライン
☆生放送　「サタヨン�すばらしき仲間たち」

17：00
「席亭　やまちゃんの

落語がいちばん！」
「落語」
（再放送）

18：00
　　　ミュージックライン

「ラジオ・フォーラム」 ミュージック
ライン19：00 ミュージックライン20：00

21：00～
翌 7：00 　　　ミュージックバード ミュージックバード

☆ よってりゃあみたけ情報局 ☆

毎週火曜日　8 ： 20 ～ 8 ： 40

　町内に在住のパーソナリティーが、町内でおこなわ
れるイベント情報などを放送しています。ときには、
イベント主催者や役場職員も番組に登場しています。
　イベントの案内など、あなたもラジオ放送に参加し
てみませんか。希望される人は、企画課秘書広報係に
ご連絡ください。

◇ ＦＭらら番組表 ◇　　※番組内容は変更することがあります。

★町内在住の

　　　パーソナリティー

※�出演日時は上記の番組表を
ご覧ください（太字参照）。

笹
ささたに

谷祐
ゆ み こ

実子�さん（綱木） 徳
とくだ

田光
みつ え

恵�さん（中町） 可
か に

児さとみ�さん（栢森）

企画課秘書広報係（内線 2200)

♪番組へのメッセージ・リクエストは…

メール　rara@fm768.jp

FAX　0574-50-2882

郵便　〒 509-0294　FM らら

←
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Ｈ
15

Ｈ
16

Ｈ
17

Ｈ
18

Ｈ
19

Ｈ
20

Ｈ
21

Ｈ
22

Ｈ
23

Ｈ
24

（単位：年度）

（単位：トン）

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

3,300
◀ 

生
活
系
可
燃
ご
み
排
出
量
の
推
移

　
　

※
平
成
24
年
度
は
予
測
値

6
月
か
ら
モ
デ
ル
自
治
会

（
宿
・
向
陽
台
・
春
日
町
・
西
町
自
治
会
）
に
お
い
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

分
別
収
集
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

（
モ
デ
ル
自
治
会
の
み
）

　

町
で
は
、
6
月
か
ら
4
地
区
の
モ
デ
ル

自
治
会
（
各
1
自
治
会
）
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
を
実
施
し
ま

す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
循じ

ゅ
ん
か
ん環

型
社
会
形
成
推

進
基
本
法
を
定
め
、「
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
」
型
の
経
済
社
会
か
ら
脱

却
し
、
環
境
へ
の
負ふ

か荷
が
少
な
い
「
循
環

型
社
会
」
を
形
成
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
①
廃
棄
物
の
発
生

を
抑お

さ

え
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
使
用
済
み
製
品

を
②
再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
し
、
③
再
生

利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
進
め
、
廃
棄
物

の
発
生
抑よ

く
せ
い制
や
資
源
の
循
環
的
利
用
の
促

進
に
よ
り
、
環
境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
限

り
低
減
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
こ
の
3

Ｒ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
リ
デ
ュ
ー
ス

（
ご
み
の
発
生
抑
制
）

　

ご
み
の
発
生
は
、
何
か
を
買
っ
た
り
、
も

ら
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

◎�

頑が
ん
じ
ょ
う丈

な
製
品
を
買
い
、
な
る
べ
く
長
く

使
用
す
る

◎�
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い
、
余
分
な
レ
ジ
袋

を
も
ら
わ
な
い

◎�

商
品
を
買
う
と
き
は
、
包
装
を
断

こ
と
わ

る
、

ま
た
は
包
装
が
簡
易
な
も
の
を
選
ぶ

◎�

す
ぐ
に
ご
み
に
な
る
も
の
は
買
わ
な
い

②
リ
ユ
ー
ス

（
再
利
用
）

　

一
度
使
っ
て
不
要
に
な
っ
た
も
の
で
も
、

ま
だ
使
え
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

◎�

壊こ
わ

れ
た
も
の
で
も
修
理
し
て
使
う

◎�

ビ
ー
ル
び
ん
な
ど
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び

ん
は
、
酒
屋
な
ど
に
返
す

◎�

古
着
な
ど
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
す

◎�

不
要
に
な
っ
た
も
の
を
必
要
な
人
に
譲ゆ

ず

る

③
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
生
利
用
）

　

使
え
な
く
な
っ
た
も
の
は
、
新
た
な
製

品
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利

用
）
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

◎
自
治
会
分
別
収
集
事
業

◎�

子
ど
も
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
集
団
資
源

回
収

◎
生
ご
み
の
堆た

い
ひ
か

肥
化

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
町
で
は
、
平
成
15

年
度
か
ら
、「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ

ば
資
源
」
を
合
言
葉
に
、
自
治
会
で
の
分

別
収
集
事
業
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
集
団
資
源
回
収
活

動
支
援
や
生
ご
み
堆
肥
化
の
助
成
な
ど
も

お
こ
な
い
、
ご
み
減
量
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
12
・
8
％
（
平
成
15
年

度
→
平
成
20
年
度
）、
４
１
９
ト
ン
削
減
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
19
年
度
に
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
ご
み
処
理
基

本
計
画
）
を
策
定
し
、
目
標
数
値
を
定
め

て
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資
源
化
を
図
っ
て

い
ま
す
（
平
成
28
年
度
生
活
系
可
燃
ご
み

排
出
量
目
標
：
２
、６
２
５
ト
ン
／
年
間
）。

し
か
し
、
こ
の
数
年
は
増
加
傾
向
と
な

り
、
平
成
23
年
度
は
平
成
20
年
度
と
比
べ
、

4.2
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、目
標
年
度
（
平
成
28
年
度
）

値
達
成
に
は
、
12
％
の
削
減
が
必
要
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
ご
み
が
増
え
続
け
る
と
、
ご

み
処
理
に
か
か
る
処
理
経
費
（
可
茂
衛
生

施
設
利
用
組
合
負
担
金
な
ど
）
が
嵩か

さ

み
、

最
終
処
分
場
の
寿
命
も
短
く
な
る
こ
と
も

考
え
ら
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
す
で
に
お
こ
な
っ
て
い
る
分

別
収
集
の
う
ち
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

の
枠わ

く

を
広
げ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
除
く
）
を
分
別
収

集
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
は
じ
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
4
地
区
の
モ
デ

ル
自
治
会
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
分
別
収
集
を
実
施
し
ま
す
。
可
燃
ご
み

袋
の
約
4
割
（
容
積
）
を
占
め
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
「　
　

」
を
分
別
収

集
す
る
こ
と
で
、
可
燃
ご
み
袋
の
中
身
が

大
き
く
減
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ｈ
28
目
標

3285

3048

3062

3075

2963

2866

2930

2912

2986

2992

2625

△ 12.8％

△ 12％
（削減）

住民環境課環境整備係（内線 2124)
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⑰
古
着
類

⑯
家
庭
用
廃
食
油

⑮
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装

⑭
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク

⑬
雑
誌
類

⑫
新
聞
紙

⑪
ダ
ン
ボ
ー
ル

⑩
ビ
ー
ル
・
一
升
び
ん

⑨
そ
の
他
色
び
ん

⑧
茶
び
ん

⑦
無
色
（
透
明
）
び
ん

⑥
発
泡
ト
レ
イ

　

・
ス
チ
ロ
ー
ル

⑤
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

④
有
色
・

　

そ
の
他
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

③
無
色
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

②
ス
チ
ー
ル
缶

①
ア
ル
ミ
缶

資
源
物
（
分
別
収
集
）

★ どこが変わるの？ （モデル自治会のみ）

プラスチック製容器包装に変わります　　※モデル自治会のみ

★ プラスチック製容器包装とは？

　�　商品を入れたもの（容器）や包んだもの（包装）で、中身の商品を取り出した（使った）あとに不要になる
プラスチック製のものです。主に識別マーク「　　」の表示があります。

★ どんなものがあるの？

　�　ほかの分別収集と同じで、汚れが残る場合は、使ったあとの布などで拭
ふ

いたり、食器を洗ったあとの残り水
などを利用してすすいだりしてください。汚れがひどいものは可燃ごみとして出すことは、今までと同じです。

カップ・パック類 トレイ類 ボトル類

チューブ類 袋類キャップ類

フィルム・ネット類 緩衝材（発泡スチロールなど） 錠剤の容器包装

ラーメンのカップ・卵のパック　　食品トレイ・カレールウのトレイ　　洗剤・シャンプーのボトル

歯磨き粉・ケチャップ・からしのチューブ　ペットボトル・チューブのキャップ　　お菓子の袋・レジ袋

商品の外側フィルム・果物などのネット　商品の梱包に使われている緩衝材　　※裏の銀色シートは、はがさなくてもよい

　このマークが目印です　　　　　　　　　中身を使い切って不要になる例　　　　　��中身を取り出して不要になる例
中身あり　　　　　中身なし　　　　　中身あり　　　　　　　　中身なし　　

　モデル事業を実施しながら、 分別方法、 収集場所、 収集頻
ひ ん ど

度、 分別精度などの検証 ・ 考

察をおこないます。 「地域まるごと 3 Ｒごみ減量　マイナス 12％」 の達成のため、排出抑制・

再生利用の施策 （可燃ごみ袋代の値上げを含む） などについても、 住民のみなさんのご意

見を聞きながら、 減量施策を進めていきます。

■問い合わせ：住民環境課環境整備係　担当：水
みずの

野（内線 2124）

キャッチフレーズに
3 Ｒ推進に向けた住民運動

「地域まるごと 3 Ｒ

ごみ減量　マイナス 12％」

～取り組む人は得をする～

を掲げて、減量目標に向けて
推進していきます。

みたけエコシンボルキャ
ラクター「ミーモくん」

住民環境課環境整備係（内線 2124)
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納期限が過ぎて未納になっている町税などがありましたら、
お近くの金融機関や役場で早めに納めてください。
また、納付忘れを防ぐために、口座振替を利用しましょう！

◆
町
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
町
税

　

町
税
は
、
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ

て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、
町
の
重

要
な
自
主
財
源
と
し
て
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
福
祉
や
教
育
な
ど
、
各
種
公
共
サ
ー

ビ
ス
・
事
業
の
推
進
な
ど
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
税
が
十
分
に
確
保

さ
れ
な
い
場
合
、
町
の
財
政
経
営
に
影
響

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
い
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
町
税
の
収
納
状
況

　

平
成
23
年
度
課
税
分
の
町
税
全
体
（
国

民
健
康
保
険
税
を
除
く
）
の
収
納
率
は
、

98
・
7
％
で
す
（
県
内
42
市
町
村
の
な
か

で
は
11
番
目
）。
大
多
数
の
人
は
、
き
ち
ん

と
納
税
し
て
い
ま
す
。

◆
町
税
は
自
主
納
付
が
原
則

　

町
税
は
、
町
の
職
員
が
各
家
庭
を
戸
別

に
訪
問
し
て
集
金
す
る
も
の
で
は
な
く
、

納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
納
期
限
ま
で
に
自

主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
れ
を
「
自
主
納
税
制
度
」
と
い
い
、
納

税
の
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
…

◎
督と

く
そ
く促

手
数
料
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
町
税
を
完
納
し
な
か
っ

た
人
に
は
、
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促

状
を
発
送
し
、
手
数
料
１
０
０
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

◎
延え

ん
た
い滞

金き
ん

が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平

の
た
め
に
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
め
る

日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
金
（
遅

れ
た
た
め
の
利
息
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

【
延
滞
金
の
算
定
】

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
を
年
4.3
％
、
前
記
の
翌
日
か
ら

納
付
の
日
ま
で
を
年
14
・
6
％
で
計
算
し

た
合
計
額
に
な
り
ま
す
（
平
成
25
年
中
の

場
合
）。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
発
生
し
、

結
果
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
金
額
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
早
め
の
納
税
が
納
税
者
ご
自
身
の
負

担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
滞
納
を
放
置
す
る
と
…

　

町
で
は
、
町
税
を
滞
納
し
た
人
に
対
し

て
、
催さ

い
こ
く
し
ょ

告
書
の
送
付
や
戸
別
訪
問
な
ど
に

よ
り
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
説
明
し
て
い
ま
す
。

◎ 

再さ
い
さ
ん三

の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
人

と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
貴
重
な

町
税
を
確
保
す
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
財

産
調
査
を
し
て
、
預
貯
金
、
給
与
、
生
命

保
険
な
ど
の
差
し
押
さ
え
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
捜そ

う
さ
く索

と
い
っ
た
滞
納
処
分
を
お
こ
な

い
ま
す
。

※�

現
在
、
町
県
民
税
に
お
い
て
は
県
と
協

力
す
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
な
滞
納
処

税務課収納係（内線 2156）

ゆるしません、 滞納！！

５月は、 町税などの “収納強化月間” です

町税は

必ず納期限までに納めましょう！
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分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
�　

平
成
23
年
度
の
差
し
押
さ
え
の
実
施

件
数
は
、
１
５
４
件
で
す
（
県
が
実
施

し
た
も
の
を
含
む
）。

◆ 

「
口
座
振
替
」
「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」
は

と
て
も
便
利
！

　

町
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
確
実
に
納

付
す
る
た
め
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、

納
付
の
手
間
も
省は

ぶ

け
る
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。

◎
口
座
振
替
の
手
続
き
は
…

　

役
場
ま
た
は
町
の
公
金
を
取
扱
う
金
融

機
関
な
ど
に
置
い
て
あ
る
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
役

場
ま
た
は
金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て

税務課収納係（内線 2156）

◆
町
税
な
ど
の
納
期
限

く
だ
さ
い
。

※�

町
県
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
納
税
通
知
書
の
最
後
の
ペ
ー
ジ

に
添そ

え
て
あ
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
振
替
を
希
望
す
る

場
合
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
役
場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）。

◎
口
座
振
替
依
頼
後
は
…

　

納
期
限
の
日
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

し
ま
す
。
前
日
ま
で
に
預
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
ま
す

　

町
県
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
町
営
住
宅
家
賃
、
上

下
水
道
料
金
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

町県民税�※ 固定資産税 軽自動車税

全・1期分 平成 25年 7月 1日 平成 25年 4月 30日 平成 25年 5月 31日

2期分 平成 25年 9月 2日 平成 25年 7月 31日

3期分 平成 25年 10月 31日 平成 25年 12月 25日

4期分 平成 26年 1月 31日 平成 26年 2月 28日

■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
収
納
係　

担
当
：

纐こ
う
け
つ纈
・
伊い

さ

じ
佐
次
（
内
線 

２
１
５
６
）

▲��差し押さえの例：タイヤロックされた自動車

口座振替 ・ コンビニ納付は

とても便利ですよ！

【平成 25 年度 町税などの納期限】

◆
早
め
の
納
税
相
談
を
！

　

災
害
、
病
気
、
失
業
や
事
業
の
経
営
不

振
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的

に
町
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状

況
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
納
め
る
時
期

を
遅
ら
せ
た
り
、
納
め
る
税
額
を
分
割
し

た
り
す
る
「
納
税
の
猶ゆ

う
よ予

」
に
つ
い
て
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
納
税
の
猶
予
要
件
・
期
間
】

●
猶
予
要
件
：

　

災
害
な
ど
に
よ
る
徴
収
猶
予

　

ア
．�

納
税
者
な
ど
の
財
産
が
、
震
災
、

風
水
害
、
災
害
な
ど
で
被
害
を
受

け
た
と
き
、
ま
た
は
盗
難
に
あ
っ

た
と
き

　

イ
．�

納
税
者
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る

親
族
が
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
、

ま
た
は
負
傷
し
た
と
き

　

ウ
．�

納
税
者
な
ど
が
お
こ
な
う
事
業
を

廃
止
し
た
と
き
、
ま
た
は
休
止
し

た
と
き

　

エ
．�

納
税
者
な
ど
が
お
こ
な
う
事
業
で

著い
ち
じ
るし

い
損
失
を
受
け
た
と
き

　

オ
．�

そ
の
他
ア
～
エ
に
類
す
る
事
実
が

あ
っ
た
と
き

●
猶
予
期
間
：
原
則
と
し
て
1
年
以
内
。

　

�　

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
と
き
は
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
先
に
猶
予
し
た
期
間
と
合
わ
せ
て

2
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※町県民税は普通徴収分の納期限。
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福祉課児童福祉係（内線 2112)

次世代育成支援後期行動計画 の

平成 24 年度進捗状況をお知らせします

　平成 22年度～平成 26年度までの 5か年の目標数値を定めた「次世代育
成支援後期行動計画」に基づき、平成 24年度において実施した主な事業内
容をお知らせします。
　「地域のみんなで見守り育む�子どもの笑い声が聞こえるまちづくり」を基
本理念に、4つの基本目標があります。
　詳細については、町ホームページをご覧ください。

★ 

基
本
目
標
ご
と
の
進
捗
状
況 

★

1
健
や
か
に
生
み
育
て
る
た
め
の

環
境
づ
く
り

�　

平
成
24
年
度
か
ら
、
7
か
月
児
相
談
を

毎
月
実
施
し
て
お
り
、
相
談
の
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

�　

ま
た
、
Ｇ
Ｂ
Ｓ
（
Ｂ
群
溶
血
性
連
鎖
球

菌
と
い
う
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
）
と

ク
ラ
ミ
ジ
ア
（
性
病
の

一
種
）
抗
原
検
査
も
追

加
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
え
る

体
制
づ
く
り

�　

保
育
園
で
は
、
延
長
保
育
・
休
日
保
育

な
ど
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
っ
ぽ
か
ん
」

で
は
、
子
育
て
の
不
安
緩か

ん
わ和

な
ど
を
め
ざ

し
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
就
園
児
の

保
護
者
に
対
す
る
相
談
や
支
援
、
情
報
提

供
を
お
こ
な
い
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
よ

う
に
、子
育
て
の
こ
と
、心
配
な
こ
と
な
ど
、

電
話
で
の
相
談
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

3
親
と
子
の
学
び
と
育
ち
を
応
援
す
る

ま
ち
づ
く
り

�　

4
地
区
公
民
館
と
児
童
館
が
主
体
と
な

り
、
自
主
学
習
の
場
所
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
農
業
体
験
、
親

子
工
作
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
機
会

の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

�　

伏
見
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

度
に
実
施
設
計
を
お
こ
な
い
、
平
成
26
年

度
の
建
て
替
え
に
向
け
て
、
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

4
子
ど
も
が
安
全
に
育
ち

安
心
し
て
過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り

�　

上
之
郷
小
学
校
が
岐
阜
県
防
災
教
育
推

進
事
業
の
防
災
教
育
推
進
校
に
指
定
さ
れ
、

危
機
管
理
研
修
、
防
災
教
育
講
演
会
、
親

子
登
校
訓
練
、
災
害
図
上
訓
練
、
環
境
整

備
作
業
、
着
衣
水
泳
体
験
、
心
肺
蘇そ

せ
い生

法

講
習
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
防
災
教
育
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

�　

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
で
は
、
県

道
・
町
道
に
つ
い
て
は
、
可
茂
土
木
事
務
所
、

警
察
署
、
町
が
連
携
し
て
現
地
調
査
を
お

こ
な
い
、
危
険
箇
所
を
県
に
報
告
し
ま
し

た
。
国
道
に
つ
い
て
は
、
危
険
箇
所
の
対

策
工
事
は
予
算
化
を
図
り
、
随
時
、
整
備

し
て
い
く
予
定
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

担
当
：
長は

せ
が
わ

谷
川
（
内
線�
２
１
１
２
）

平成 24 年中

　被害総額　10 億円 超！！

　　　被害多発！！

振り込め詐欺 ・ もうけ話詐欺

気をつけよう　こんなだましの手口
　◎オレオレ詐欺
　◎未公開株・社債
　◎損失の取り戻し

■問い合わせ：可児警察署　☎�0574-61-0110
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住民環境課住民係（内線 2104)・福祉課児童福祉係（内線 2114)

①　　　　　　　②

　
〝
住
民
登
録
の
届
出
〟 

を
正
し
く
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
？

◇ 

住
民
登
録
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と

な
っ
て
い
ま
す

◎�

住
民
登
録
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
住
所
、
世
帯
主
と
の
続
柄
な
ど
が

記
録
さ
れ
、国
民
健
康
保
険
、国
民
年
金
、

児
童
手
当
、
福
祉
医
療
な
ど
、
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

◎�

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
確
実
に
受
け
る
た
め
に
、
引
っ
越

し
な
ど
で
住
所
を
移
し
た
人
は
、
速
や

か
に
住
民
登
録
の
届
出
を
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
（
新
し
く
住
み
は
じ
め
て
か

ら
14
日
以
内
）。

◎�

実
際
は
住
所
を
ほ
か
へ
移
し
た
の
に
、

住
所
異
動
の
届
出
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
、
住
民
登

録
を
抹
消
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

現
住
所
で
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

や
登
録
が
抹
消
さ
れ
た
ま
ま
の
人
は
、

正
し
い
住
民
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
住
民
環
境
課
住
民
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇ 

家
庭
内
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
児
童
虐
待
な
ど
の
被
害
者
を
保

護
す
る
た
め
、
住
民
票
の
交
付
な
ど
を

制
限
で
き
ま
す

◎�

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
被
害
者
は
申
し
出
に
よ
っ

て
、
加
害
者
に
対
す
る
住
民
票
の
交
付

な
ど
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎��

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
警

察
署
な
ど
に
相
談
を
お
こ
な
っ
た
う
え

で
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
対
し
て

支
援
措
置
の
実
施
を
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
、
加
害
者
で
あ
る
配
偶
者
な
ど
に

よ
る
住
民
票
の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
、

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎�

転
出
先
で
住
民
登
録
を
お
こ
な
っ
た
と

し
て
も
、
市
区
町
村
に
支
援
措
置
の
実

施
を
申
し
出
れ
ば
、
転
出
先
の
住
所
な

ど
が
加
害
者
で
あ
る
配
偶
者
な
ど
に
明

ら
か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

支
援
措
置
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
の

流
れ
は
以
下
（
表
1
参
照
）
の
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
、
実
際
に
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：

☆
住
民
登
録
に
つ
い
て

　
　

住
民
環
境
課
住
民
係

　
　

担
当
：
小お

ぐ
り栗
（
内
線�

２
１
０
４
）

☆�

Ｄ
Ｖ
な
ど
へ
の
支
援
措
置
に
つ
い
て

　
　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　

担
当
：
伊い

さ

じ
佐
治
（
内
線�

２
１
１
４
）

① �DV被害者などから警察署などに
対し、　・DV被害の相談

　　　　　・支援措置申出書の提出
②警察署などにおいて、
　・�申出書に警察署などの意見を附
して、被害者などに交付

DV 被害者など

警察署など

③ �DV被害者などから市区町村に対し、
　・�警察署などの意見を附した申出書に
より、支援措置の申し出

　市区町村において、必要に応じて警察
署などに確認したうえで、
　・�DV被害者などに対して、支援開始の
連絡

　・関係市区町村への申出書の転送

市区町村
③

　　　　　　※警察署など�…�警察、配偶者暴力相談支援センターなど
　　　　　　※事前に警察署などへの相談をおこなっている場合は、①・②は不要

表 1　支援措置を受けるための手続きの流れ（例）

毎週木曜日は、 午後 7 時まで 「夜間延長窓口」 実施中です！

～ 窓口では 「本人確認資料」 の提示をお願いします ～

　住民環境課では、毎週木曜日は午後 7時まで（祝日などの休業日を除く）、戸籍・印鑑証明・
住民票の発行などの「夜間延長窓口」を開設しています。お仕事、学校の帰り道などに、気軽にご利用ください。
　なお、窓口では「本人確認」をおこなっています。公的機関が発行した顔写真つきのもの（運転免許証・旅券・
住基カードなど）であれば 1点、顔写真がないもの（各種保険証・年金手帳・証書など）であれば 2点以上の
提示をお願いします。

■問い合わせ：住民環境課住民係　担当：小
おぐり

栗（内線�2104）
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総務課行政係（内線 2208）

　

4
月
7
日
（
日
）、
中
公
民
館
で
「
平
成

25
年
度�

御
嵩
町
消
防
団
入
退
団
式
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
団
さ
れ
た
元
分
団
長
4
名
を
は
じ
め
、

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
退
団
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
就
任
し
た
分
団
長
以
下
新

入
団
員
（
災
害
支
援
団
員
を
含
む
）
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

部　

長　
　

佐さ
と
う藤
直な

お
き樹
／
後ご

と
う藤
久ひ

さ
し志

※�

階
級
は
、
在
団
中
の
上
位
階
級
に
な
っ
て
い
ま
す
。

� 

入
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
25
年
4
月
1
日
付
け　

20
名
）

【
第
1
分
団
】　

　

分
団
長　
　

大だ
い
と
う東
岳た

け
し司

　

団　

員　
　

小お
ぐ
り栗

章た
か
て
る英

／
桑く

わ
し
た下

浩ひ
ろ
ふ
み史

　

災
害
支
援
団
員　
　

山や
ま
だ田

元
は
じ
め

【
第
2
分
団
】

　

分
団
長　
　

可か

に児
保や

す
ゆ
き幸

　

団　

員　
　

片か
た
ぎ
り桐

誠ま
さ
ゆ
き幸

／
小お

が
わ川

博ひ
ろ
ゆ
き之

／

　
　
　
　
　
　

宮み
や
ざ
き㟢

和か
ず
や弥

／
今い

ま
い井

健け
ん
た太

　

災
害
支
援
団
員　
　

片か
た
ぎ
り桐

文ふ
み
お雄

【
第
3
分
団
】

　

分
団
長　
　

伊い

さ

じ
佐
治
和か

ず
ひ
ろ弘

　

団　

員　
　

奥お
く
む
ら村

恭や
す
な
り成

／
伊い

さ

じ
佐
治
諒り

ょ
う／

　
　
　
　
　
　

中な
か
む
ら村

公き
み
と人

／
生い

こ
ま駒

将ま
さ
し志

／

　
　
　
　
　
　

生い
こ
ま駒

俊と
し
み
つ光

　

災
害
支
援
団
員　
　

安あ
ん
ど
う藤
彰あ

き
ろ
う朗

【
第
4
分
団
】

　

分
団
長　
　

前ま
え
だ田
和か

ず
た
か孝

　

団　

員　
　

藤ふ
じ
わ
ら原
和か

ず
や也

　

災
害
支
援
団
員　
　

梅う
め
だ田
高た

か
つ
ぐ次

◇
災
害
支
援
団
員
制
度
と
は
…

　

近
年
の
消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状

況
の
な
か
、
就
労
形
態
の
多
様
化
に
よ
り

昼
間
の
火
災
な
ど
に
出
動
で
き
る
団
員
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と

し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
消
防
団
員
経
験

（
5
年
以
上
）
が
あ
り
、
一
日
を
通
し
て
出

動
可
能
な
人
に
、
緊
急
時
の
み
出
動
し
て

い
た
だ
く
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
全
体
で
20
名
の
み
な
さ

ん
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

◇ 

消
防
操そ
う
ほ
う法

大
会
の
お
知
ら
せ 

◇

　

消
防
団
員
が
消
防
車
か
ら
火
点
へ
、

い
か
に
早
く
か
つ
正
確
に
放
水
を
お

こ
な
う
か
を
4
地
区
の
分
団
が
競
い
ま

す
。

　

●
日
時
：
6
月
9
日
（
日
）

　
　

※
雨
天
決
行

　
　

午
前
9
時
30
分
開
始
予
定

　

●
場
所
：
南
山
消
防
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ
：
総
務
課
行
政
係

　

担
当
：
有あ

り
く
に国

（
内
線�

２
２
０
８
）

� 

退
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
25
年
3
月
31
日
付
け　

19
名
）

【
第
1
分
団
】　

　

分
団
長　
　

山や
ま
ぐ
ち口
健

た
け
し

　

部　

長　
　

小お
ぐ
り栗

俊と
し
お夫

／
羽は

が賀
健け

ん
た
ろ
う

太
郎

　

災
害
支
援
団
員　
　

大だ
い
と
う東

岳た
け
し司

【
第
2
分
団
】

　

分
団
長　
　

片か
た
ぎ
り桐
文ふ

み
お雄

　

部　

長　
　

本ほ
ん
だ田
雅ま

さ
ひ
こ彦
／
佐さ

さ

き
々
木
孝た

か
す
け祐

　

団　

員　
　

岡お
か
も
と本
剛

つ
よ
し

　

災
害
支
援
団
員　
　

可か

に児
保や

す
ゆ
き幸

【
第
3
分
団
】

　

分
団
長　
　

安あ
ん
ど
う藤
彰あ

き
ろ
う朗

　

部　

長　
　

金か
な
い井
武た

け
は
る晴
／
齊さ

い
と
う藤
武た

け
し史

　

団　

員　
　

水み
ず
の野
晋し

ん
や也
／
野の

な
か中
宏ひ

ろ
あ
き明
／

　
　
　
　
　
　

桑く
わ
し
た下
裕ゆ

う
じ司

　

災
害
支
援
団
員　
　

伊い

さ

じ
佐
治
和か

ず
ひ
ろ弘

【
第
4
分
団
】

　

分
団
長　
　

早は
や
か
わ川

均
ひ
と
し

▲��長
な が せ

瀬消防団長に入団宣誓する第 4分団の前
ま え だ

田

和
かずたか

孝新分団長（左）

～ 
い
ざ
と
い
う
と
き
の
チ
カ
ラ 

あ
り
が
と
う
消
防
団
員 

～

～ 
い
ざ
と
い
う
と
き
の
チ
カ
ラ 

あ
り
が
と
う
消
防
団
員 

～

平
成

年
度消

防
団
入
退
団
式　

25

14



住民環境課ふれあい係（内線 2103）

平成 25 年度の 自治会長さん です

　平成 25年度の御嵩町自治会長連絡協議会および各地区自治会の正・副会長が決まりました。各地区自治
会の自治会長は次のみなさんです。（敬称略）

◆御嵩町自治会長連絡協議会　会　長　　新
に い み

美 房
ふ さ お

雄（西　田）
　　　　　　　　　　　　　　副会長　　洞

ほらがい

谷 幸
ゆきはる

春（中　町）

上 之 郷 地 区 御 嵩 地 区 中 地 区 伏 見 地 区

自治会名 氏�名 自治会名 氏�名 自治会名 氏�名 自治会名 氏�名

井 尻 吉
よ し だ

田 則
の り お

夫 送 木 田
た な か

中 信
の ぶ お

夫 西 之 門 佐
さ は し

橋 清
きよあき

明 里 柘
つ げ

植 博
ひ ろ み

美

北 切 佐
さ が

賀�　 誠
まこと

長 岡 平
ひ ら た

田 功
こういち

一 十日市場 吉
よ し だ

田 隆
たかひろ

博 洞 宮
み や た

田�　 繁
しげる

川 南 小
お ぐ り

栗�　 優
まさる

城 町 井
い せ り

芹 京
きょうかず

一 南 町 安
あんどう

藤 武
たけはる

靖 青 木 石
いしまる

丸 泰
たいぞう

三

平 ○ 佐
さ が

賀　� 修
おさむ

� 南山台東 山
やまぐち

口 義
よしてる

照 西 屋 敷 原
はら

　� 和
かずのり

法 稲 荷 台 ○ 渡
わたなべ

辺　� 亨
とおる

宿 矢
や ざ わ

澤 好
よしあき

明 栢 森 山
やまもと

本 孝
たかもり

盛 春 日 町 岩
い わ い

井 秀
ひ で お

夫 高 倉 山
やまぐち

口 和
か ず み

美

美 佐 野 ◎ 桑
くわした

下 博
ひろゆき

行 板 良 町 井
い ど

戸 秀
しゅうじ

司 北 屋 敷 日
ひ び の

比野光
みつあき

明 高倉団地 星
ほ し の

野 栄
えいいち

一

次 月 園
そ の だ

田 和
かずひろ

広 上 町 ○ 田
た な か

中 元
も と み

規 愚 渓 町 安
や す え

江 成
せ い じ

司 高 倉 台 堀
ほり

　　 誠
まこと

津 橋 森
もり

　� 研
けんいち

一 中 本 町 田
た な か

中 英
え い じ

二 白 山 町 （解�散） 共 和 台 日
ひ び の

比野信
のぶゆき

行

前 沢 重
し げ た

田 裕
ゆういち

一 若 松 町 加
か ち

知 敏
としろう

朗 大 庭 羽
は が

賀 和
か ず み

巳 山 田 加
か の う

納　� 洋
ひろし

謡 坂 梅
うめはら

原�　 勇
いさむ

愛 宕 町 柴
し ば た

田 智
ともゆき

行 大 庭 台 ○ 猪
いのまた

俣�　 明
あきら

東 町 長
は せ が わ

谷川直
なおひろ

宏

小 原 平
ひ ら い

井 武
たけひこ

彦 元 町 伊
い さ じ

佐治龍
りゅういち

一 長 瀬 伊
い さ じ

佐治嘉
よしひこ

彦 中 町 ◎ 洞
ほらがい

谷 幸
ゆきはる

春

西 洞 奥
おくむら

村 俊
としゆき

之 若宮町 1 井
い ど

戸 好
よしふみ

文 新 木 野 亀
かめがい

谷 和
か ず お

男 西 本 町 加
か と う

藤 丈
た け お

夫

谷 林
はやし

　� 芳
よしたか

隆 若宮町２ 尾
お ざ き

﨑 和
か ず お

男 顔 戸 北 古
ふ る き

木 卓
たくろう

郎 西 町 安
あんどう

藤 三
み つ お

男

綱 木 植
うえまつ

松 一
かずゆき

之 赤 坂 梅
う め だ

田 敏
としひこ

彦 顔 戸 南 生
い こ ま

駒 勝
か つ み

美 旭 町 加
か ち

知 卓
た く や

哉

大 久 後 山
やまぐち

口 重
しげなお

直 昭 和 町 ◎ 岩
い わ い

井 邦
く に お

雄 古 屋 敷 安
あんどう

藤 盛
もりやす

康 伏 見 台 大
お お の

野 文
ふみたか

隆

小 和 沢 松
まつもと

本 壽
ひ さ お

男 木 の 下 田
た な か

中 朝
あさのり

規 尼 ヶ 池 平
ひ ら い

井 政
まさみつ

光 野 崎 鍵
か ぎ や

谷 敏
としあき

明

南山台西 栗
くりもと

本 英
ひでかず

一 西 田 ◎ 新
に い み

美 房
ふ さ お

雄 新 町 澤
さ わ だ

田 三
み つ お

男

向 陽 台 堀
ほ り ば

場 國
く に お

雄 南 山 木
き む ら

村 公
きみひこ

彦 本 郷 加
か と う

藤 俊
と し お

雄

16自治会 18自治会 17自治会 18自治会

よろしくお願いしますよろしくお願いします

� 各地区自治会長　　◎ … 地区会長　　○ … 地区副会長

■問い合わせ：住民環境課ふれあい係　担当：伊
い さ じ

佐治（内線 2103）

15 ほっと みたけ　2013. 5



下
水
道
課
水
道
整
備
係
長
】
小お

ぐ
ら倉
和か

ず
ゆ
き行

（
建

設
課
土
木
係
長
）　
【
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
長
】
小お

ぐ
り栗
清き

よ
し（

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
長
）　
【
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

長
】
小こ

い
け池

誠せ
い
じ治

（
生
涯
学
習
課
主
査
）　
【
給

食
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
】
鍵か

ぎ
や
ま山

正ま
さ
ゆ
き之

（
税
務

課
資
産
税
係
長
）

◇
新
規
採
用
職
員
（
5
名
）

　

御
嵩
町
の
た
め
に
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

企画課人事係（内線 2225）

　

4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
係

長
職
以
上
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
前
担
当
職

◆
教
育
長

　

髙た
か
ぎ木

俊と
し
ろ
う朗

◆
部
長
級
（
3
名
）　

【
総
務
部
長
兼
教
育
参
事
】

　

鍵か
ぎ
や谷

昌ま
さ
た
か孝

（
総
務
部
長
）

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

　

葛か
さ
い西

孝た
か
ひ
ろ啓

（
岐
阜
県
か
ら
派
遣
）

※ 

岐
阜
県
へ
復
帰

　

三み

わ輪
康や

す
の
り典

（
企
画
調
整
担
当
参
事
）

◆
課
長
級
（
7
名
）

【
企
画
課
長
兼
情
報
推
進
係
長
】
山や

ま
だ田
徹と

お
る（

保

険
長
寿
課
長
）　
【
保
険
長
寿
課
長
】
加か

と
う藤

暢の
ぶ
ひ
こ彦

（
企
画
課
長
）　
【
住
民
環
境
課
長
兼
ふ

れ
あ
い
係
長
】
小お

ぎ

そ
木
曽
昌ま

さ
ふ
み文

（
住
民
環
境
課

環
境
整
備
係
長
）　
【
農
林
課
長
】
田た

な
か中

宣の
ぶ
ゆ
き行

（
御
嵩
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）　
【
生
涯
学

習
課
長
】
水み

ず
の野
嘉よ

し
ひ
ろ博

（
住
民
環
境
課
長
兼
ふ

れ
あ
い
係
長
）　
【
学
校
教
育
課
主
幹
】
鈴す

ず
き木

利と
し
ゆ
き幸

（
岐
阜
県
教
育
委
員
会
）

※ 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
へ
復
帰

　

纐こ
う
け
つ纈

隆た
か
あ
き朗

（
学
校
教
育
課
主
幹
）

◆
係
長
級
（
17
名
）

【
企
画
課
秘
書
広
報
係
長
】
金か

ね
こ子
文ふ

み
ひ
と仁

（
保

険
長
寿
課
介
護
保
険
係
長
）　
【
企
画
課
人
事

係
長
】
高た

か
ぎ木

雅ま
さ
は
る春（

総
務
課
財
政
係
長
）　
【
総

務
課
財
政
係
長
】
各か

か
み務

元も
と
の
り規

（
ま
ち
づ
く
り

課
エ
コ
推
進
係
長
）　
【
ま
ち
づ
く
り
課
エ
コ

推
進
係
長
】
可か

に児
英え

い
じ治

（
企
画
課
秘
書
広
報

係
長
）　
【
税
務
課
町
民
税
係
長
】
片か

た
ぎ
り桐

貞さ
だ
お夫

（
企
画
課
人
事
係
長
）　
【
税
務
課
資
産
税
係

長
】
後ご

と
う藤
明あ

き
ら（

住
民
環
境
課
住
民
係
長
）　
【
住

民
環
境
課
住
民
係
長
】
小お

ぐ
り栗
等ひ

と
し（

企
画
課
情

報
推
進
係
長
）　
【
住
民
環
境
課
環
境
整
備
係

長
】
水み

ず
の野
求も

と
む（

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）

【
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係
長
】
栗く

り
や
も
と

谷
本

真ま
こ
と（

ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）　
【
御
嵩
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
派
遣
）】
小お

ぐ
ら倉
芳よ

し
ゆ
き幸

（
給
食

セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
）　
【
福
祉
課
児
童
福
祉

係
長
】
長は

せ
が
わ

谷
川
重し

げ
ゆ
き行

（
上
下
水
道
課
主
査
）　

【
建
設
課
土
木
係
長
】
筒つ

つ
い井
幹み

き
つ
ぐ次
（
上
下
水

道
課
水
道
整
備
係
長
）　
【
建
設
課
都
市
政
策

係
長
】
塚つ

か
も
と本

政ま
さ
ふ
み文（

上
下
水
道
課
主
査
）　
【
上

町
職
員
人
事
異
動

　

平
成
26
年
度
採
用
の
職
員

募
集
は
、
6
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

◆まちづくり課配属

山
や ま だ

田みちる

◆福祉課配属

伊
い さ じ

佐治文
ふ み の

野

◆建設課配属

成
な る せ

瀬達
た つ や

也

◇
退
職
者
（
7
名
）

（
平
成
25
年
3
月
31
日
付
け
）

　

丹に

わ羽
一か

ず
ひ
と仁

（
教
育
長
）

　

安あ
ん
ど
う藤

信し
ん
じ治

（
教
育
参
事
）

　

玉た
ま
き木

幸ゆ
き
は
る治

（
生
涯
学
習
課
長
）

　

植う
え
ま
つ松
和か

ず
の
り徳

（
農
林
課
長
）

　

村む
ら
せ瀬
高た

か
お男

（
福
祉
課
児
童
福
祉
係
長
）

　

後ご
と
う藤
靖や

す
こ子

（
福
祉
課
）

　

植う
え
ま
つ松
勝か

つ
こ子

（
福
祉
課
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
人
事
係

　

担
当
：
高た

か
ぎ木
（
内
線�

２
２
２
５
）

◆建設課配属

今
い ま い

井健
け ん た

太

◆上下水道課配属

伊
い さ じ

佐治 諒
りょう
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企画課人事係（内線 2225）

　

こ
の
た
び
、
第
1
回
御
嵩
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
御
嵩
町
教
育
委
員
会
委
員

に
新
任
同
意
を
い
た
だ
き
、
4
月
1
日
に

御
嵩
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
、
4
月
2

日
に
可
児
市
・
御
嵩
町
中
学
校
組
合
教
育

委
員
会
教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
御
嵩
町
、
教
職
37
年

間
中
、
御
嵩
町
に
20
年
間
奉ほ

う
し
ょ
く職

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
御
嵩
町
で
育
て

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
、
御お

れ
い礼
奉ぼ

う
こ
う公
の
つ
も
り
で
職
務

を
遂す

い
こ
う行
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
動
き
、

考
え
、
発
信
す
る
御
嵩
町
教
育
委
員
会
と

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

喫き
っ
き
ん緊

の
教
育
課
題
と
し
て
、
次
の
点
に

つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①�

「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
の
小
・
中
学
校

と
し
て
、
交
通
・
環
境
学
習
の
継
続
と

発
展
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
節
電
・
節

水
な
ど
、
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
。

②�

「
御
嵩
町
民
の
歯
と
口こ

う
く
う腔

の
健
康
づ
く

り
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、
学
習
・
生

活
の
基
盤
を
つ
く
る
学
校
歯
科
保
健
活

動
お
よ
び
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
図
っ

た
口
腔
衛
生
の
実
践
の
充
実
と
発
展
に

努
め
る
。
ま
た
、
夢
い
ろ
体
操
を
健
康

体
操
と
し
て
普
及
さ
せ
る
。

③�

「
御
嵩
町
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
学
校
図
書
館
教
育
の

充
実
と
と
も
に
、
博は

く
が
く学

連
携
の
推
進
と

し
て
、
中
山
道
み
た
け
館
の
活
用
を
よ

り
活
性
化
さ
せ
る
。

④�

御
嵩
町
学
力
向
上
推
進
事
業
と
し
て
、

校
内
研
究
の
充
実
と
幼
保
小
中
高
の
連

携
・
交
流
を
深
め
る
。
ま
た
、
防
災
教

育
の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
る
。

⑤�

家
庭
教
育
事
業
や
公
民
館
活
動
な
ど
の

推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
文
化
振
興
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
る
。
等
々

　

御
嵩
町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
明
る
く
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
、
ふ
れ
あ
い
い
っ
ぱ
い
で

絆き
ず
なを
深
め
、
健
康
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な

る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出

し
、
汗
を
出
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
・
ご
支

援
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま

す
。

教育長

髙
た か ぎ

木 俊
と し ろ う

朗

�　

就
任
・
新
任
の
ご
あ
い
さ
つ　

�

　

4
月
1
日
付
け
で
岐
阜
県
か
ら
派
遣
さ

れ
、「
企
画
調
整
担
当
参
事
」
と
し
て
御
嵩

町
役
場
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
か
ら
御
嵩
町
へ
、
派
遣
職
員
と
し

て
は
3
代
目
と
な
り
ま
す
。
前
任
と
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

3
月
ま
で
は
、
県
中
濃
振
興
局
で
可
茂

地
域
の
防
災
・
地
域
振
興
を
担
当
し
、
御

嵩
町
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
魅
力
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
少
し
携

た
ず
さ

わ
ら
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

よ
り
地
域
の
み
な
さ
ん
に
近
い
と
こ
ろ
で

一
緒
に
働
け
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

中
山
道
の
加
納
宿
の
あ
る
岐
阜
市
加
納

で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
も
在
住
し
て
お
り

ま
す
。
御
嵩
町
に
も
御
嶽
宿
・
伏
見
宿
が

あ
り
、
中
山
道
と
い
う
ご
縁え

ん

も
感
じ
て
い

ま
す
。

　

微び
り
ょ
く力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
御
嵩
町
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆企画調整担当参事

葛
か さ い

西 孝
た か ひ ろ

啓

　

こ
の
4
月
か
ら
、「
学
校
教
育
課
主
幹
」

と
し
て
御
嵩
町
教
育
委
員
会
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
お
隣
の
向
陽
中
学
校

で
7
年
間
、
英
語
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

学
校
現
場
一
筋
24
年
の
私
に
と
っ
て
、
行

政
と
い
う
領
域
は
ま
さ
に
未
知
の
世
界
で

す
。
多
く
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
多
角

的
に
学
校
教
育
を
見
つ
め
直
す
絶
好
の
機

会
と
と
ら
え
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
学
校
作

り
に
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
大
学
時
代
か
ら
ず
っ
と
続
け

て
い
る
サ
ー
フ
ィ
ン
で
す
。
家
族
に
非
難

さ
れ
な
が
ら
も
、
暇ひ

ま

を
見
つ
け
て
は
、
ひ

と
り
で
伊
良
湖
に
通
っ
て
い
ま
す
。
大
自

然
の
な
か
で
自
分
だ
け
の
時
間
を
持
つ
こ

と
は
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
自
分
づ
く
り

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
生
涯
現
役
」
で
あ
る

た
め
に
体
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
週
3

日
の
ペ
ー
ス
で
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
も
通
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
私
で
す
が
、
御
嵩
町
の
た
め
に

誠せ
い
し
ん心
誠せ

い
い意
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◆教育委員会
　学校教育課主幹
　（指導主事）

鈴
す ず き

木 利
と し ゆ き

幸

みたけエコシンボルキャ
ラクター「ミーモくん」
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総務課財政係（内線 2206）・Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎ 67-5196）

◎岐阜県市町村振興補助金
　市町村振興補助金は、市町村が自立的発展をめざして自ら考え、自らおこなう事業に対して、岐阜県から交付
されます。
　平成 24年度は次の事業に対して、この補助金が交付されました。

事業名 事業費（千円） 補助金額（千円）
地区集会施設整備補助事業 8,000 1,000

御嵩町亜炭鉱廃坑図デジタル化業務 567 200

コミュニティバス路線再編事業 2,463 1,100

合�計 11,030 2,300

■問い合わせ：総務課財政係　担当：日
ひ び の

比野（内線�2206）

～ 国 ・ 県からの　補助金 ・ 交付金の使いみち ～

◎電源立地地域対策交付金
　電源立地地域対策交付金は、原子力発電関連施設設置周辺市町村、水力発電施設設置市町村への国からの交付
金です。この交付金は、地域住民の福祉向上のために町がおこなう事業に対して交付されます。
　平成 24年度は次の事業に対して、この交付金が交付されました。

事業名 事業費（千円） 交付金額（千円）
義務教育就学児福祉医療費助成事業 30,639 30,000

保育園運営事業 55,778 55,778

保健センター運営事業 17,870 16,000

中山道みたけ館運営事業 13,273 10,000

ことばの教室運営事業 9,386 7,000

子育て支援センター運営事業 9,331 7,000

海洋センター運営事業 10,726 9,000

給食センター運営事業 4,440 3,562

合�計 151,443 138,340

◇◆◇　　第 17 回 御嵩町ソフトバレーボール大会の結果　　◇◆◇

【Ｂ＆Ｇ海洋センター会場】

　優　勝　バイオレット
　準優勝　ビッグガーデン
　３　位　オールスターＢ

【上之郷中学校会場】

　優　勝　オールスターＣ
　準優勝　ミニラビットＡ
　３　位　エヌジー

■ 問い合わせ：Ｂ＆Ｇ海洋センター　担当：渡
わたなべ

辺　☎�67-5196

　3月 24日（日）、Ｂ＆Ｇ海洋センターおよび上之郷中学校で「第 17
回�御嵩町ソフトバレーボール大会」が開催されました。24チームの
参加があり、優勝めざして、白熱した試合がおこなわれていました。
大会の結果は次のとおりです。
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教育センター（内線 2264）

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ 

① 

～

教
育
の
窓
か
ら

　
　
「
心
の
居
場
所
」
オ
ア
シ
ス
教
室　
　
　

　
「
オ
ア
シ
ス
教
室
」
は
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
子
や
休
み
が
ち
な
子
の

た
め
に
、
教
育
委
員
会
が
設
置
し
て
い
る

適
応
支
援
教
室
で
す
。
教
室
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の「
心
の
居
場
所
」に
な
れ
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
の
目
線
に
立
っ
て
、
悩
み
や

喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
支
援
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
制
作
・
創
作
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、

自
然
体
験
活
動
、
教
科
の
学
習
、
調
理
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り

の
状
態
に
応
じ
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
教
室
の
行
事
（
遠
足
、収
穫
祭
な
ど
）

に
は
、
な
る
べ
く
全
員
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
分
に
蓄

た
く
わ
え
て
、

再
び
、
学
校
や
社
会
で
人
と
関
わ
り
な
が

ら
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ア
シ
ス
教
室
へ
の
通
級
は
、
在
籍
校

へ
の
出
席
扱
い
と
な
り
ま
す
。

学
校
教
育
編　
　

～
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
～

～
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
～

★
支
援
活
動

● 

日
時
：
月
曜
～
金
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

※�

長
期
休
暇
（
夏
休
み
な
ど
）
は
、

学
校
と
同
じ
で
す
。

● 

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

通
級
申
込
方
法
：
学
校
ま
た
は
オ
ア

シ
ス
教
室
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談
・
来
所
相
談

● 

日
時
：
月
曜
～
金
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

● 

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室�

相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

相
談
員
：
オ
ア
シ
ス
教
室
室
長
、
主

任
（
教
育
相
談
員
）

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る

　
　
　
　
　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
【予
約
制
】

● 

日
時
：
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
：
中
公
民
館�

1
階
相
談
室

● 

臨
床
心
理
士
：
御
嵩
町
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー　

川か
わ
は
ら原　

聡
さ
と
し

　

※�
予
約
が
必
要
で
す
。
学
校
ま
た
は

オ
ア
シ
ス
教
室
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

入
級
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
、

学
校
ま
た
は
オ
ア
シ
ス
教
室
、
御
嵩
町
教

育
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

※�
オ
ア
シ
ス
教
室
に
お
け
る
支
援
・
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
は
原
則
と
し
て
、

小
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
を
対

象
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
先
／
問
い
合
わ
せ
：

☆�

オ
ア
シ
ス
教
室
（
中
公
民
館
内
）　

担

当
：
小こ

じ
ま嶋　

☎�

６
７
‐
７
３
８
０（
直
通
）

☆�

御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
内
）　

担
当
：
辻つ

じ　

☎�
６
７

‐
２
１
１
１�

（
内
線 

２
２
６
４
）

気軽にご相談
ください！

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド

募
集
！！　

　

オ
ア
シ
ス
教
室
で
は
、職
員
と
一
緒
に
、

教
室
に
来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
、遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
、

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
、
調
理
活
動
、

創
作
活
動
な
ど
を
し
て
、
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

勤
務
先
：
オ
ア
シ
ス
教
室

（
中
公
民
館�

1
階
）

● 

勤
務
内
容
：
児
童
・
生
徒
へ
の
適
応
支

援
●
勤
務
条
件
：

　

◎ 

勤
務
日
：
月
曜
～
金
曜
日
の
う
ち
、

可
能
な
曜
日

　

◎
勤
務
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　

※�

勤
務
時
間
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

◎
年
齢
：
18
歳
～
25
歳

　

◎ 

資
格
：
特
に
必
要
な
し
。
健
康
で
明

朗
な
人
。

　

◎
時
給
：
８
０
０
円

　

◎
保
険
：
職
員
災
害
補
償
制
度
に
加
入

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
教

育
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
内
）　

担
当
：
辻つ

じ　

☎�

６
７
‐

２
１
１
１
（
内
線 

２
２
６
４
）
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援

センター
（高齢者なんでも相談窓口）

① 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

◎ 

も
し
も
の
と
き
に
役
立
つ
、
緊
急
通
報

専
用
電
話
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
通
報
装
置

の
貸
出
し
を
し
ま
す

● 

内
容
：
専
門
の
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
、
高

齢
者
か
ら
の
体
調
不
良
通
報
や
災
害
時

な
ど
の
緊
急
通
報
に
、
24
時
間
体
制
で

対
応
す
る
も
の
で
す
。
各
種
相
談
に
応

じ
る
な
ど
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
月
に
1
回
以
上
、

電
話
に
よ
る
利
用
者
へ
の
安
否
確
認
を

お
こ
な
い
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯

● 

必
要
条
件
：
緊
急
時
の
連
絡
の
た
め
に
、

利
用
者
の
親
族
な
ど
、
3
人
以
上
の
協

力
員
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 

費
用
：
無
償
貸
与

　

※
通
話
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

② 

徘は
い
か
い徊

高
齢
者
早
期
発
見
シ
ス
テ
ム

端
末
機
の
貸
与
事
業

◎ 

居
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
も
、
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
で
す

● 

内
容
：
認に

ん
ち知

症し
ょ
うの

高
齢
者
が
徘
徊
に
よ

り
居
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、

人
工
衛
星
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
や
携
帯
電
話
基
地

局
を
使
い
、早
期
に
発
見
す
る
も
の
で
す
。

携
帯
電
話
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
端
末
機
を

衣
服
な
ど
に
常
時
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
緊
急
時
に
対
応
し
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
者
と
認
め
ら
れ
た
認
知
症
の
高
齢

者
や
同
程
度
の
状
態
と
認
め
ら
れ
た
人

● 

費
用
：

　
【
端
末
機
の
費
用
負
担
額
（
月
額
）】

　

・�
生
活
保
護
世
帯
、
生
計
中
心
者
の
前

年
所
得
税
非
課
税
世
帯�

…�

0
円

　

・�

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
が
7
万

円
以
下
の
世
帯�
…�

２
５
０
円

　

・�

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
が
7
万

1
円
以
上
の
世
帯�
…�
５
０
０
円

　
【
現
場
探
索
費
用
】

　

・�

専
門
業
者
の
現
場
急
行
費
用
は
、別
途
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

③ 

高
齢
者
リ
フ
ト
つ
き
福
祉
車
両

運
行
料
金
助
成
事
業

◎ 

リ
フ
ト
つ
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
で
外
出
す

る
際
に
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す

● 

内
容
：
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
が
運
行
す

る
専
用
の
リ
フ
ト
つ
き
福
祉
車
両
で
買

い
物
や
通
院
な
ど
の
外
出
を
す
る
際
に
、

料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

�　

利
用
範
囲
は
、
町
内
の
ほ
か
、
可
児

市
・
加
茂
郡
・
美
濃
加
茂
市
・
多
治
見
市
・

土
岐
市
・
瑞
浪
市
で
、
月
2
回
の
利
用

が
で
き
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
人
や
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
に
該
当
す
る
下
肢
・
体

幹
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
人

● 

助
成
費
用
：
利
用
し
た
運
行
料
金
（
割
増

料
金
は
含
ま
ず
）
と
2
万
円
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
少
な
い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

④ 

高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

◎ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅

へ
お
届
け
し
ま
す

● 

内
容
：
町
と
契
約
し
た
業
者
が
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅
へ
配

達
す
る
も
の
で
す
。
訪
問
の
際
に
は
、

　町では、高齢者のみなさんに在宅で安心して生活していただくため
に、さまざまなサービスを実施しています。日常生活のなかで困って
いることはありませんか？気軽にご相談ください。
　各サービスの詳しい内容や申請方法などについては、保険長寿課高
齢福祉係にお問い合わせください。

高齢者などの在宅福祉サービス

メニューのご紹介

点字カレンダー （5 月）

▲��東濃実業高校�生活文化
科 3年生（平成 24 年度）
が制作した点字カレン
ダーです。役場の福祉課
の窓口に置いてあります
ので、ご利用ください！
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

安
否
確
認
を
し
た
り
、
健
康
状
態
が
す

ぐ
れ
な
い
と
き
は
関
係
機
関
へ
の
連
絡

も
お
こ
な
い
ま
す
。
昼
食
・
夕
食
な
ど

必
要
に
応
じ
て
、直
接
、業
者
に
注
文
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

● 

対
象
：
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
ま
た
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
本
人
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
が
疾し

っ
ぺ
い病

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
食
事
の
調
理
が

困
難
な
人

● 

費
用
：
昼
食
・
夕
食
、
1
食
に
つ
き

３
０
０
円

⑤ 

高
齢
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

◎ 

一
時
的
に
家
族
が
お
世
話
で
き
な
い
と

き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

● 

内
容
：
家
族
の
疾
病
や
冠
婚
葬
祭
、
旅

行
な
ど
で
一
時
的
に
養
護
で
き
な
い
と

き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
わ
や
か
長

楽
荘
」
で
日
常
生
活
の
お
世
話
を
す
る

も
の
で
す
。
期
間
は
7
日
間
程
度
で
す
。

● 

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
介
護

保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

● 

費
用
：
1
日
に
つ
き
２
、６
０
０
円

　
（
飲
食
物
相
当
額
な
ど
）

※
健
康
診
断
書
が
必
要
で
す
。

⑥�

高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

◎ 

専
門
員
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
日
常
生
活

の
支
援
や
援
助
を
し
ま
す

● 

内
容
：
日
常
生
活
を
す
る
う
え
で
支
援

の
必
要
な
高
齢
者
に
、
専
門
員
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。
家
事

援
助
や
公
共
機
関
な
ど
へ
の
外
出
時
の

つ
き
添
い
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
な

ど
、
基
本
的
に
日
常
生
活
で
必
要
な
支

援
や
援
助
、
安
否
確
認
を
し
ま
す
。

● 

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
の
対
象
者
で
な
い
人
で
、
支
援
や
援

助
を
必
要
と
す
る
人

● 

費
用
：
利
用
料
（
30
分
あ
た
り
の
負
担
額
）

　

・�

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯�

…�

無
料

　

・
そ
れ
以
外�

…�

１
５
０
円

　

※�
安
否
確
認
の
み
は
無
料
。
た
だ
し
、

10
分
以
内
と
し
ま
す
。

⑦ 

ね
た
き
り
高
齢
者
等

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

◎ 

日
常
必
要
と
す
る
生
活
用
品
を
給
付
し

ま
す

● 

内
容
：
在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や

認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
で
、
日
常
必
要

と
す
る
紙
オ
ム
ツ
・
寝
巻
き
・
肌
着
・

特
殊
シ
ー
ツ
な
ど
、
生
活
用
品
の
給
付

を
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
で
、
必
要

と
認
め
ら
れ
た
人

● 

費
用
：
町
民
税
課
税
年
額
に
よ
り
費
用

負
担
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
町
民
税

所
得
割
課
税
額
が
20
万
円
以
上
の
世
帯

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑧ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
助
成
事
業

◎ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

● 

内
容
：
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
自
宅
に

設
置
し
た
場
合
、
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
ま
た
は

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
生
活
保

護
世
帯
ま
た
は
町
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人

● 

助
成
費
用
：

　

・�

生
活
保
護
世
帯�

…�

1
万
円
を
限
度
に

個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

　

・�

町
民
税
非
課
税
世
帯�

…�

購
入
し
た
金

額
と
1
万
円
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少

な
い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

⑨ 

高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

◎ 

軽
微
な
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕
や
家
具
の
移
動
な
ど
、
日

常
生
活
の
援
助
を
し
ま
す

● 
内
容
：
軽
易
な
日
常
生
活
の
援
助
が
必

要
な
高
齢
者
世
帯
に
、
援
助
員
を
派
遣

す
る
も
の
で
す
。
軽
微
な
修
繕
、
家
具

の
移
動
、
家
の
周
り
の
手
入
れ
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
す
。
利
用
は
1
回
30
分
程

度
で
、
4
か
月
に
1
回
（
年
3
回
）
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

● 

対
象
：
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
世
帯

● 

費
用
：
無
料

　

※�

修
繕
な
ど
に
か
か
る
材
料
費
は
実
費

負
担
と
な
り
ま
す
。

⑩ 

ね
た
き
り
高
齢
者
等

介
護
者
手
当
支
給
事
業

◎ 

介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す

● 

内
容
：
介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

に
、
介
護
者
に
対
し
て
、
手
当
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
、
な
お
か
つ
寝

た
き
り
の
条
件
に
該
当
す
る
高
齢
者
や

認
知
症
の
高
齢
者

● 

支
給
額
：
月
額
６
、０
０
０
円

 

● 

申
請
方
法
：
申
請
月
に
所
定
の
書
類
を

添
え
て
、
支
給
対
象
期
間
分
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉

係　

担
当
：
祖そ

ぶ

え
父
江
（
内
線�

２
１
７
２
）

支
給
対
象
期
間

申
請
月

支
給
月

第
1
期

（
4
月
～
7
月
）

8
月

9
月

第
2
期

（
8
月
～
11
月
）

12
月

1
月

第
3
期

（
12
月
～
翌
3
月
）

4
月

5
月

21 ほっと みたけ　2013. 5



　

結
核
検
診
のお

知
ら
せ　

　

結
核
検
診
のお

知
ら
せ　

日�程 会�場 時�間

6 月 6 日（木）

保健センター 午前 　9：00 ～ 10：30
上之郷公民館 午前 11：00 ～ 11：30
中公民館 午後 　1：00 ～　2：30
伏見公民館 午後 　3：00 ～　4：00

6 月 7 日（金）

次月公民館 午前 　9：00 ～　9：15
宿公民館 午前 　9：25 ～　9：40
送木公民館 午前 　9：50 ～ 10：05
城町公民館 午前 10：15 ～ 10：30
南山台東第一集会所 午前 10：40 ～ 11：00
南山台西第一集会所 午前 11：10 ～ 11：30
長岡公民館 午後 　1：00 ～　1：20
板良公民館 午後 　1：40 ～　2：00
みたけ会館 午後 　2：10 ～　2：50
願興寺西側駐車場 午後 　3：00 ～　3：30

6 月 11 日（火）

井尻クラブ 午前 　9：00 ～　9：25
谷 御嵩工業 午前 　9：35 ～　9：45
つなぎセンター 午前 　9：55 ～ 10：20
大久後公民館 午前 10：35 ～ 10：45
大久後 三浦様宅前 午前 10：55 ～ 11：05
小原公民館 午前 11：20 ～ 11：40
謡坂公民館 午前 11：50 ～ 12：00
美佐野公民館 午後 　1：30 ～　1：45
津橋公民館 午後 　2：00 ～　2：20
前沢公民館 午後 　2：30 ～　2：40
御嵩公民館 午後 　3：00 ～　4：00

6 月 12 日（水）

昭和町公民館 午前 　9：00 ～　9：15
老人憩いの家 午前 　9：30 ～ 10：30
大庭台第一集会所 午前 10：45 ～ 11：15
古屋敷公民館 午前 11：30 ～ 12：00
西田第一集会所 午後 　1：30 ～　2：15
長瀬上集会所 午後 　2：30 ～　3：00
保健センター 午後 　3：15 ～　4：00

6 月 13 日（木）

本郷公民館 午前 　9：00 ～　9：30
新町公民館 午前 　9：45 ～ 10：15
野崎公民館 午前 10：30 ～ 11：00
あっと訪夢 午前 11：15 ～ 12：00
伏見児童館 午後 　1：30 ～　2：00
伏見公民館 午後 　2：15 ～　3：30

6 月 14 日（金）

顔戸公民館 午前 　9：00 ～ 10：00
大庭台第三集会所 午前 10：15 ～ 10：35
中公民館 午前 10：50 ～ 11：50
里公民館 午後 　1：10 ～　1：40
洞公民館 午後 　1：55 ～　2：10
稲荷台公民館 午後 　2：25 ～　3：00
高倉公民館 午後 　3：10 ～　3：30
高倉台公民館 午後 　3：45 ～　4：00

　

町
で
は
、
64
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

左
記
の
日
程
で
「
結
核
検
診
」
を
お
こ
な

い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
お
よ
び
会
場

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
票
は
、4
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
検

診
受
診
希
望
台
帳
」
で
「
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
み
」
に
○
印
を
つ
け
た
人
お
よ

び
未
記
入
・
未
返
却
の
人
に
発
送
し
ま
す
。

　

受
診
票
を
持
っ
て
、
会
場
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

＜ 結 核 検 診 日 程 表 ＞

※地区の指定はありませんので、都合のよい会場で受診してください。

※�

受
診
票
の
な
い
人
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
検

診
会
場
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
安や

す
え江

（
内
線�

２
１
９
２
）

保健センター（内線 2192）

★
64
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ
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　�

��保健センターだより �
【 6 月の行事予定 】

■問い合わせ ： 保健センター

☎ 67-2111　　ＦＡＸ 67-2118

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターにお問い合わせください。
予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対�象 申込方法

�4種混合 �20 日（木）／保健センター
�　　　13：45～ 14：15���

�◎平成 25年 2月生まれ
�◎ �7 歳半未満 �申込不要（直接、会場へお出かけください）

予防接種の日
�　◎ 11日（火）　3種混合
�　◎ 26日（水）　不活化ポリオ

／保健センター／ 13：45～ 14：00

��3 種混合・不活化ポリオ 1期が
未接種�

�★ �5 月 27 日（月）～ 31 日（金）に
保健センターへ申し込みください。

＜定員：各日 40名＞

※申込期間中に、必ず保健センターにご連絡ください。

麻しん風しん
混合�1 期

�20 日（木）／可児医院
�　　　13：30～ 14：00

�◎平成 24年 5月生まれ
�◎ 2歳未満で 1期未接種

�★ �6 月 3日（月）～ 7日（金）に　　
保健センターへ申し込みください。�

麻しん風しん
混合�2 期 6月中／町内指定医療機関

平成 19年 7月 1日～
9月 30日生まれ

※対象者には個別通知します。

�★�各指定医療機関に直接、電話で予約
してください。

�日本脳炎
��6日（木）・7日（金）・10日（月）・
13日（木）／保健センター
�　　　13：45～ 14：15���

��平成 19 年 4 月 2 日～平成 22
年 4月 1日生まれで、1期初回・
追加接種のお子さん

�申込不要（直接、会場へお出かけください）

★母子保健

行事名 日にち／受付・開催時間 対�象 開催場所

�母子健康手帳の交付 ��毎週金曜日（祝日を除く）
�　　　13：00～ 16：30 �妊婦

�保健センター

�育児相談 �24 日（月）／�受付�9：30～ 11：00 ��0 歳～就学前まで

 パクパク相談 �4 日（火）／�受付�13：15～ 13：30 ��平成 24年 10月・11月生まれ

�10 か月児相談 �14 日（金）／�受付�9：30～ 10：00 ��平成 24年 7月生まれ

�がんばりママクッキング �28 日（金）／�受付�9：30～ 9：40 ��平成 22年 10月～
平成 23年 3月生まれ

�乳児健診 �25 日（火）／�受付�13：15～ 14：00 ��平成 25年 1月・2月生まれ

�3 歳児健診 �19 日（水）／�受付�13：15～ 14：00 ��平成 22年 4月・5月生まれ

★成人保健

行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

�いきいき健康相談 ��毎週月曜日（祝日を除く）
�　　　13：00～ 16：30 �町内に在住の人

保健センター
�精神保健福祉相談 �3 日（月）

�　　　13：30～ 15：30
��★�相談日の午前中までに保健センターへ申し
込みください。　＜定員：3名＞

★�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、
受付を終了させていただきます。

★検診　＜予約制＞　　　※1子宮頸がん検診、2乳がん検診の無料クーポン券対象者には、個別通知します。
検診名／自己負担金 対�象 場所／日程

�1子宮頸
けい

がん検診�※
1,000 円

20歳以上の女性
（�平成 6 年 3 月 31 日以前生まれで、
今年度中に偶数年齢になる女性）

可児市内の指定産婦人科医院／ 7月～ 12月

�2乳がん検診�※
40歳代：1,800 円
50歳代：1,500 円

40歳以上の女性
（�昭和 49 年 3 月 31 日以前生まれで、
今年度中に偶数年齢になる女性）

①�保健センター／ 6月 27 日（木）、7月 4日（木）、
11日（木）、19日（金）

②可児市内の指定産婦人科医院／ 7月～ 12月

�3骨
　こつそしょうしょう

粗鬆症検診
1,000 円

今年度中に、40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳、65歳、70歳になる女性

保健センター／6月 18日（火）、19日（水）、21日（金）
＜定員：各日 50名＞

※1、2、3の各検診の検診票が届かなかった人で受診を希望される人は、保健センターへ電話で申し込みください。
　●申込期間：1、2�…�6 月 3日（月）～ 7日（金）／3�…�5 月 27日（月）～ 31日（金）
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★ 上之郷中の生徒をテーブルマナー教室に招待！
　可茂ロータリークラブ（林

はやし

松
まつ み

美会長）が、青少年育
成の一環として、上之郷中学校の 1年生・2年生・先
生 26名を「テーブルマナー教室」に招待してくださ
いました。この教室は、シティホテル美濃加茂でおこ
なわれました。
　生徒たちはテーブルマナー講習を受けたあと、各
テーブルに分かれ、ロータリークラブのみなさんと楽
しく会話し、マナー講習を受けながら食事をしました。
　参加した生徒たちの感想は、「最初は緊張していた
けど、ロータリークラブのみなさんと楽しく会話がで
きた」「やさしく教えてもらい、わかりやすかった」
「テーブルマナーがしっかり覚えられた」「ふだんと
まったく違って、むずかしかった」「料理がとてもお
いしく、貴重な体験ができた」など、感謝の気持ちで
いっぱいでした。（3月 13日）

まま ちち のの
話話 題題

★全国舞
ぶ よ う

踊コンクールで入賞！
　「第 70回�全国舞踊コンクール」児童舞踊部（3月 24
日、東京都で開催）で第 1位になった原

はら

菜
な り さ

理咲さん（御
嵩小 6年生）と第 2位になった梅

うめ だ

田葵
あ お い

衣さん（共和中
2年生）が、渡邊町長に入賞の報告をしました。
　2人が出場した児童舞踊部は、日本舞踊からクラシッ
クバレエまで、幅広い舞踊の要素が求められる群

ぐんぶ

舞の部
門で、原さんは 16名、梅田さんは 13名のグループで
出場しました。原さんは 3歳、梅田さんは 5歳からバ
レエをはじめ、2人とも、今回のコンクールへのチャレ
ンジは 7回目になります。
　原さんは、「今回、1位をとれて、とてもうれしい」、
梅田さんは、「来年は、ぜひ 1位をとりたい」と話して
いました。町長は、「バレエを習わせてもらっているお
父さん、お母さんへの感謝の気持ちを忘れずに、がんばっ
てほしい」と話されました。（3月 29日）

★ソフトテニスで全国大会へ出場！
　「第 12回�全国小学生ソフトテニス大会」（3月 29日
～ 31日、千葉県で開催）への出場が決まった渡

わたなべ

邉美
み の

野
さん（伏見小 5年生）が役場を訪れ、渡

わたなべ

邊町長から激
げきれい

励
を受けました。
　渡邉さんは、「去年は予選リーグを 2位通過だったの
で、今回は 1位通過できるようにがんばりたい」と目標
を語りました。町長は、「昨年よりもよい成績が残せる
ようにがんばってほしい。いいニュースを届けてくださ
い」などとエールを送りました。（3月 28日）
【大会結果報告】
　◎�予選リーグで 3位になり、3位トーナメントへ進出。

【表彰の内容】
◎原菜理咲さん（第 1位）
　　文部科学大臣賞
　　全日本児童舞踊協会賞
　　公益財団法人�目黒区芸術文化振興財団賞
◎梅田葵衣さん（第 2位）
　　全日本児童舞踊協会賞

▲��渡邊町長（中央）
の左が梅田さん、
右が原さん
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御嵩保育園です

　御嵩保育園では、未満児保育（生後 6か
月以上から）をおこなっています。
　お天気のよい日は、ベビーカーや避難車
に乗ってお散歩に出かけたり、大きい子と
一緒に体操をしたり、園の行事にも参加し
ています。まだ、小さくてわからないから
…ではなく、小さいときからの経験はとて

も大切です。一人ひとりの目を見て、言葉をかけ、スキンシップをしながら、
ひとつひとつのことを大切にしながら、毎日の保育に心がけています。
　3月 9日（土）には、御嵩公民館大ホールにて「生活発表会」をおこな
いました。未満児クラスの子どもた
ちも、ホールいっぱいのお客さんに
ちょっぴり緊張しながらも、堂々と歌
や遊

ゆうぎ

戯の発表ができました。
　平成 25年度も新しいお友だちが入
園し、にぎやかにスタートしました。
「ほいくえんだいすき、たのしい！」
と笑顔で過ごせるよう、職員一同がん
ばっていきます。

▲��0 歳児のお友だちのお遊戯“あひる
のダンス”です。かわいいですね

御
嵩

保 育 園

▲���1 歳児のお友だちの“かわいいこいぬ”の
お遊戯です

▲��2 歳児のお友だちの“こうし”のお遊
戯です。みんなで楽しく踊りました

★地域活動の支援のために…　
　㈶とうしん地域振興協力基金は、町と 1団
体に対して、10万円ずつの助成金を贈られま
した。団体は、ハッピースタイルネット（代表：
日
ひ び の

比野憲
けんすけ

輔）です。
　今回いただいた助成金は、町では、自助・
共助による防災力の強化を図るための防災
リーダー育成事業に、団体では、歯と口の健
康づくりをテーマとした「命の入口�心の出口
セミナー」に活用されます。地域活動を支援
するこの助成金は、毎年、おこなわれています。
ありがとうございました。（3月 27日）

★ご長寿おめでとうございます
　大正 2年 2月 25 日生まれの原

はら

美
み え こ

惠子さん（西屋敷）
が 100 歳の誕生日を迎えられ、渡邊町長がお祝いに駆

か

けつけました。
　当日のご家族そろってのお祝いでは、「ワン・ツー・
スリー」とかけ声をかけてから椅

い す

子に座ったり、町長
との会話で周りの人を笑わせたり、ユーモアのある一
面もみられました。長寿の秘

ひけ つ

訣をお聞きすると、「そん
なものはないけど、気楽にすること。毎日、テレビを
見て、気楽に過ごすとじきに日が暮れてくる」と話さ
れました。町長がお祝いの言葉を述べ、記念品を手渡
すと原さんは、「お忙しいところ、わざわざありがとう
ございます」とお礼を述べられました。これからも元
気にお過ごしくださいね。（3月 21日）

▼��渡邊町長と財団監事で東濃信用金庫常務理事の
田
たまき

牧茂
しげ き

樹さん（左）
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5 月の相談日

情報ガイド情報ガイド

◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会

（
借
金
問
題
）

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
、
毎
月
、「
多

重
債
務
無
料
相
談
会
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。複
数
の
借
金
で
困
っ

て
い
る
人
、
利
息
を
払

い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
人
な
ど
は
悩
ん
で
い
な
い
で
、
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
5
月
10
日
（
金
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

● 

場
所
：
東
濃
西
部
総
合
庁
舎

　
（
多
治
見
市
上
野
町
5
‐
68
‐
1)

●
相
談
料
：
無
料

● 

相
談
員
：
弁
護
士

●
相
談
方
法
：

　

面
接
相
談
（
30
分
、
事
前
予
約
制
）

　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
5
月
9
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

☆�

ま
た
、
同
日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

ま
で
、
財
務
省
東
海
財
務
局
岐
阜
財
務

事
務
所
（
岐
阜
市
金
竜
町
5
‐
13�

岐

阜
合
同
庁
舎
、
☎�

０
５
２
‐
９
５
１
‐

１
７
６
４
）
で
も
相
談
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

■  

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎�

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
３

※ 6月上旬の相談日も掲載しています。

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課（内線 2122・2120）

 障がい者相談
5 月 10日（金）
6月 7日（金） �午後 1時～午後 4時 中公民館 障がい者相談員による相談で

す。気軽にお出かけください。

 人権相談
5 月 17日（金）
6月 4日（火） �午後 1時～午後 4時 5月：みたけ会館

6月：役場北庁舎 2階　※全国一斉特設相談所

　住民環境課（内線 2103）

 消費者相談
月曜～金曜日
（祝日を除く）

�午前 8時 30分～
午後 5時 15分

役場本庁舎1階
相談室

住民環境課ふれあい係で受
付をしてください。

 行政相談 5 月 28日（火） �午後 1時 30分～
午後 3時 30分

役場北庁舎2階
第 3研修室

 法律相談 5 月 24日（金） �午後 3時～午後 5時
�午後 6時～午後 7時

役場北庁舎2階
教育会議室

�○�午後 4 時までに受付をし
てください。

�○�午後 6 時以降の部は、前
日までに予約が必要です。

　オアシス教室（☎ 67-7380）

 教育相談

 （不登校・いじめなど）

月曜～金曜日
（祝日を除く） �午前 9時～午後 3時 オアシス教室

（中公民館内）

 臨床心理士による

カウンセリング 

毎週水曜日
（祝日を除く） �午前 9時～午後 5時 中公民館 1階

相談室

��予約制
�対象：小中学生および保護者
�申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！まずはお電話ください

　家庭や仕事、DV（配偶者や恋人からの暴力）、人間関係など、生き方に関する悩みを電話でお聞きします。
相談は無料で、秘密は固く守られます。

岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口　「電話相談」 専用ダイヤル ： 058-278-0858

　● 相談日：日曜～木曜日（金曜・土曜日、祝日、年末年始を除く）
　● 時間：午前 9時～正午／午後 1時～午後 4時
※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。
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情報ガイド情報ガイド

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
5 月 15 日（水）
6 月 19 日（水）

御　嵩

中 5 月 17 日（金）
6 月 21 日（金）

伏　見 5 月 14 日（火）
6 月 18 日（火）

収集地区 分別収集日

上之郷 5 月 5 日（日）
6 月 2 日（日）

御　嵩 5 月 12 日（日）
6 月 9 日（日）

中 5 月 19 日（日）
6 月 16 日（日）

伏　見 5 月 26 日（日）
6 月 23 日（日）

��リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
5 月の開催日：5 日（日）
6 月の開催日：2 日（日）

時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場�駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9時～午後 5時
場所：あゆみ館（新木野）

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
5
月
31
日

（
金
）
で
す
。

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税�

2
期
分

○
介
護
保
険
料�

5
月
分

○
上
下
水
道
使
用
料�

4
月
分

（
口
座
振
替
日　

5
月
27
日
）

○
保
育
料�

5
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

5
月
分

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
5
月
の
祝
日
な
ど
に
診
療

可
能
な
歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5
月
3
日
（
金
）
：
小
池
歯
科
医
院

　

可
児
市
広
見　
　

☎�

６
３
‐
２
６
５
１

5
月
4
日
（
土
）
：
菱
川
歯
科
医
院

　

可
児
市
今
渡　
　

☎�

６
２
‐
６
５
５
３

5
月
5
日
（
日
）
：
西
山
歯
科
医
院

◆ 

無
料
相
談

「
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

（
東

海
）」
「多
重
債
務
相
談
」

　

東
海
財
務
局
で
は
、
無
料
相
談
「
金
融

ほ
っ
と
ラ
イ
ン（
東
海
）」「
多
重
債
務
相
談
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎�

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
相
談
の
受
付
は
…

　
　
「
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
（
東
海
）」

　
　

☎�

０
５
２
‐
９
５
１
‐
９
６
２
０

◎�

複
数
の
借
金
で
悩
ん
で
い
る
人
は
…

　
　
「
多
重
債
務
相
談
」

　
　

☎�

０
５
２
‐
９
５
１
‐
１
７
６
４

■ 

問
い
合
わ
せ
：
住
民
環
境
課
ふ
れ
あ
い

係　

担
当
：
伊い

さ

じ
佐
治
（
内
線�

２
１
０
３
）

◆
資
源
回
収

【
伏
見
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
日
程
：
5
月
18
日
（
土
）

※
予
備
日
：
5
月
19
日
（
日
）

【
上
之
郷
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
日
程
：
5
月
18
日
（
土
）

※
予
備
日
：
5
月
19
日
（
日
）

【
向
陽
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
日
程
：
5
月
26
日
（
日
）

※
予
備
日
：
6
月
2
日
（
日
）

お
知
ら
せ

◆
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
、
オ
ー
プ
ン
！

●�

開
放
期
間
：
5
月
21
日
（
火
）
～

9
月
29
日
（
日
）

　

※�

夜
間
の
部
：
7
月
2
日
（
火
）
～

8
月
31
日
（
土
）

●
開
放
時
間
：

　

◎
午
前
の
部�

…�

午
前
9
時
～
正
午

　

可
児
市
羽
崎　
　

☎�

６
２
‐
８
２
０
８

5
月
6
日
（
月
）
：
渡
辺
歯
科

　

可
児
市
長
洞　
　

☎�

６
５
‐
０
１
３
０

※ 

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線�

２
１
９
２
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
ラ
ス
パ
御
嵩
店
】

● 

日
時
：
5
月
28
日
（
火
）

　

�

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
1
時
30
分
～

午
後
4
時

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
安や

す
え江
（
内
線�

２
１
９
２
）

ごみ収集　　　　　

���不燃ごみ （金物類 ・ ガラス類）

��粗大ごみ （可燃 ・ 不燃）

���分別収集

　※�収集時間については、朝方の 1時間
程度です（例：午前 7時～午前 8時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。
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◎
午
後
の
部�

…�

午
後
1
時
～

午
後
4
時
30
分

　

◎
夜
間
の
部�

…�

午
後
6
時
～
午
後
9
時

● 

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
第
3
日
曜
日

の
夜
間
の
部

● 

利
用
料
金
：
小
・
中
学
生�

50
円
／
高
校

生
以
上�

１
０
０
円
／
幼
児�

無
料

※�

プ
ー
ル
の
ご
利
用
に
は
、
水
泳
帽ぼ

う
し子

が

必
要
で
す
。

※�

夜
間
、
中
学
生
以
下
の
入
場
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
（
高
校
生
以
上
）
が
必
ず

一
緒
に
水
着
を
着
用
の
う
え
、
つ
き
添

い
が
必
要
で
す
。

※�

幼
児
の
保
護
者
は
水
着
を
着
用
の
う
え
、

つ
き
添
い
が
必
要
で
す
。

※�

お
む
つ
の
取
れ
て
い
な
い
幼
児
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー　

担
当
：
小こ

い
け池

　

☎�

６
７
‐
５
１
９
６

◆
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

①
適
正
な
農
地
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　

町
内
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
、
非
農
家
の
相
続
に
よ
る
農
地
取

得
、
農
地
所
有
者
の
不
在
な
ど
の
理
由
で

農
作
業
が
で
き
ず
、
雑
草
の
生
い
茂
っ
た

農
地
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
害
虫
や
火
災
の

発
生
源
と
な
り
、
生
活
環
境
を
著

い
ち
じ
るし

く
損そ

こ

な
い
、
付
近
の
農
地
お
よ
び
住
民
の
み
な

さ
ん
に
大
き
な
迷
惑
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
除
草
を
す
る
な
ど
、
適
正
に
管

◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。

　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

情報ガイド情報ガイド

※財源確保などのため、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
有
料
で
す
が
、
除
草
に
つ
い
て

は
、
御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
業
者
に
お
願
い
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
御
嵩
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎�

６
７
‐
６
３
３
９
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
農
作
業
中
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、

道
路
は
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

　

田
起
こ
し
や
田
植
え
の
準
備
な
ど
、
農

作
業
に
適
し
た
季
節
を
迎
え
ま
す
。
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
用
機
械
を
使
用
す
る

場
合
、
タ
イ
ヤ
な
ど
に
付
着
し
た
土
（
泥ど

ろ

）

は
田
ん
ぼ
の
な
か
で
落
と
し
て
か
ら
道
路

に
出
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
道
路

に
落
ち
た
土
の
塊

か
た
ま
りは

、
通
行
の
妨

さ
ま
た

げ
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
交
通
事
故
な
ど
の
危

険
を
招
く
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
田
植
え
の
時
期
に
一
般
車
両
で

農
道（
農
業
用
道
路
）を
通
行
す
る
場
合
は
、

田
植
え
機
な
ど
の
農
業
用
機
械
に
十
分
注

意
し
て
通
行
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　

み
な
さ
ん
で
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
農
業
委
員
会
事

務
局
（
農
林
課
農
政
係
内
）

　

担
当
：
秋あ

き
も
と元

　
（
内
線�

２
１
６
３
）

広　

告
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◆ 

消
費
者
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

火
災
・
重
症
な
ど
の
重
大
製
品
事
故
の

約
1
割
は
、
製
造
者
な
ど
が
リ
コ
ー
ル
し

た
製
品
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
庁

リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

recall.go.jp
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
こ
の

よ
う
な
事
故
防
止
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
消
費
者
一
人

ひ
と
り
に
リ
コ
ー
ル
情
報
を
お
届
け
す
る

「
リ
コ
ー
ル
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
消
費
者
庁　

消
費
者
安
全

課　

☎�

０
３
‐
３
５
０
７
‐
８
８
０
０

◆ 

若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
な
中
小
・

中
堅
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

「若
者
応
援
企
業
宣
言
」
を

し
ま
せ
ん
か
？

◎
「
若
者
応
援
企
業
宣
言
」
事
業
と
は
…

　

�　

一
定
の
労
務
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
若
者
の
た
め
の
求
人
を
提
出

し
、
若
者
（
35
歳
未
満
）
の
採
用
・
育

成
に
積
極
的
で
あ
り
、
企
業
情
報
・
採

用
情
報
を
積
極
的
に
公
表
す
る
中
小
・

中
堅
企
業
を
「
若
者
応
援
企
業
」
と
し

て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
で
す
。

◎
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

　

�

①
若
者
の
職
場
定
着
が
期
待
で
き
ま
す

　

②�

学
校
、
学
生
・
生
徒
な
ど
に
会
社
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す

　

③�

合
同
企
業
説
明
会
な
ど
へ
の
参
加
機

会
が
増
え
ま
す

　

④�

「
若
者
応
援
企
業
」
を
名
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
す

※�

詳
し
く
は
、
多
治
見
公
共
職
業
安
定
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
多
治
見
公
共
職
業
安
定

所　

求
人
企
画
部
門

　

☎�

０
５
７
２
‐
２
２
‐
３
３
８
３

講　

座

◆
わ
く
わ
く
体
験
館　

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

【
1
土
田
の
び
い
ど
ろ

～
江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
作
り
に
挑
戦
～
】

　

原
料
を
可
児
で
調
達
し
、
お
殿と

の

様
に
も

献け
ん
じ
ょ
う

上
し
た
と
い
わ
れ
る
、
可
児
市
に
お
け

る
江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
製
造
を
で
き
る
だ

け
当
時
の
作
り
方
で
再
現
し
ま
す
。

◎ 

開
催
日
時
：
全
4
回
、
月
曜
日
開
催

　

①
5
月
27
日　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

②
6
月
3
日　

午
前
9
時
～
正
午

　

③
6
月
10
日　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　

④
6
月
17
日　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

◎
対
象
：
一
般
成
人

◎ 

定
員
：
10
名
（
抽
選
）

◎ 

受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

３
、５
０
０
円

情報ガイド情報ガイド

【
2
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
を
作
ろ
う
】

　

吹
き
ガ
ラ
ス
の
技
法

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー

ル
ジ
ョ
ッ
キ
を
作
り
ま

す
。

◎ 

開
催
日
：

　

6
月
2
日
（
日
）
／

　
　
　

3
日
（
月
）

◎
時
間
：
午
前
9
時
～
正
午

◎
対
象
：
小
学
5
年
生
以
上

◎ 

定
員
：
各
16
名
（
抽
選
）

◎ 

受
講
料
：
材
料
費
・
税
込
み

　

１
、７
０
０
円

【
1
、
2
共
通
】

●  

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

● 

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
：
5
月
19
日
（
日
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体

験
館　

☎�

６
５
‐
１
５
１
５

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

知
的
障
が
い
や
自じ

へ
い
し
ょ
う

閉
症
な
ど
の
発
達
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
し
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
理
解
者

や
支
援
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

日
程
：
5
回
コ
ー
ス
、
土
曜
日
開
催

　

�

①
6
月
8
日
／
②
7
月
6
日
／
③
9
月

7
日
／
④
10
月
5
日
／
⑤
11
月
9
日

● 

時
間
：
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●  

場
所
：
岐
阜
県
立
中
濃
特
別
支
援
学
校

 

● 

対
象
：
高
校
生
以
上

● 

定
員
：
30
名

●
受
講
料
：
無
料

● 

内
容
：
5
回
の
講
座
で
、
講
師
や
保
護

者
の
講
話
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
子
ど

も
た
ち
と
活
動
を
と
も
に
し
た
り
、
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
学
ん
で
い

き
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

「
岐
阜
県
立
中
濃
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
域
活
動
委
員
会
宛
」
に
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

必
要
事
項
：
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
②

性
別
、
③
生
年
月
日
・
年
齢
、
④
職
業

（
学
校
名
・
学
年
）、
⑤
住
所
・
郵
便
番
号
、

⑥
電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）、
⑦
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

加
入
の
有
無
、
⑨
講
座
希
望
理
由

● 

申
込
期
間
：
5
月
7
日（
火
）～
24
日（
金
）

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
県
立
中

濃
特
別
支
援
学
校　

担
当
：
渉
外
部　

吉よ
し
と戸
・
野の

な
か中　

〒
５
０
１
‐
３
９
３
８

　

関
市
桐
ヶ
丘
2
‐
3

　

☎�

０
５
７
５
‐
２
４
‐
１
７
７
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
５
７
５
‐
２
４
‐
６
２
６
５
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◆
被
害
者
支
援
活
動
員
養
成
講
座

　

犯
罪
・
事
件
・
事
故
に
遭
っ
た
被
害
者

や
家
族
・
遺
族
の
被
害
回
復
を
側
面
的
に

支
援
す
る
た
め
の
民
間
団
体
で
す
。
電
話

相
談
や
面
接
相
談
、
裁
判
所
な
ど
の
つ
き

添
い
支
援
活
動
を
お
こ
な
う
、
支
援
活
動

員
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

● 

講
座
日
程
：
8
月
上
旬
～
10
月
上
旬

●
募
集
人
数
：
15
名
程
度

● 

受
講
資
格
：
25
歳
～
65
歳
で
、
月
2
回

程
度
、
相
談
・
支
援
活
動
が
で
き
る
人

● 

申
込
方
法
：
は
が
き
に
、
①
「
資
料
請

求
」、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
ぎ
ふ
犯
罪

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
：
5
月
31
日
（
金
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
（
公
社
）
ぎ

ふ
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�

〒
５
０
０
‐
８
３
８
４　

岐
阜
市
薮
田

南
5
‐
14
‐
12

　

☎�

０
５
８
‐
２
７
５
‐
３
９
３
３

募　

集

◆
御
嵩
町
職
員

（
保
健
師
）

　

町
で
は
、
来
年
4
月
に
採
用
す
る
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

● 

職
種
：
保
健
師

●
募
集
人
数
：
1
名

● 

受
験
資
格
：
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
資
格
を
取

得
済
み
、
ま
た
は
平
成
26
年
3
月
31
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●
1
次
試
験
日
：
7
月
28
日
（
日
）

● 

申
込
方
法
：
5
月
1
日
（
水
）
か
ら
企

画
課
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
企
画
課
に
持
参
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
詳
細
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
：
5
月
1
日
（
水
）
～

6
月
12
日
（
水
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
人
事

係　

担
当
：
日ひ

び

の
比
野
（
内
線�

２
２
２
６
）

◆ 
「町
長
と
語
る
会
」
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
長
と
町
民
の
み
な
さ
ん
が
語
り
合
う

「
町
長
と
語
る
会
」
を
時
間
の
許
す
限
り
、

積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会

や
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
秘

書
広
報
係　

担
当
：
金か

ね
こ子
（
内
線�

２
２
０
０
）

情報ガイド情報ガイド

　　　　　◆歴史の道「中
なかせんどう

山道」を散策してみませんか…

　江戸時代、現在の御嵩町には、江戸と京都の間を
結ぶ主要街道「中山道」が通っていました。この中
山道は「東海道」と並んで、人や物資のほか、情報
や文化が往来する大変貴重な交通網でした。そして、
町内にあった「御嶽宿」と「伏見宿」は、とてもに
ぎわいのある宿場であったと想像できます。しかし、
明治時代以降、時代の流れとともに舗装されたり、
利用されなくなったりなどして、その存在すら忘れ
去られようとしています。
　町では、この貴重な歴史的財産を保存・継承して
いくため、平成 9年から整備をおこなってきました。
そして、平成 18年からは『歴史の道「中山道」を
歩こう！』と題して、毎年、町民のみなさんととも
に散策に出かけ
ています。
　今年も開催し
ますので、歴史
を肌で感じてみ
ませんか。

歴史の道 「中山道」 を

歩こう！

●日時：6 月 1日（土）
　午前 9時～午後 3時
●集合時間：午前 9時
●集合場所：御嶽宿さんさん広場（名鉄御嵩駅前）
●定員：18 名
●�参加費：100 円（傷害保険料）
●�内容：細

ほ そ く て

久手宿～大
おおくて

湫宿（ともに瑞浪市）ま
での約 8㎞を歩きます。
　※現地までの行き帰りは、バスで移動します。
●持ち物：昼食、飲み物、雨具など
●�申込方法：中山道みたけ館に直接または電話
で申し込みください。
●申込期間：5 月 7日（火）～ 12日（日）
■ 申込先／問い合わせ：中山道みたけ館
　担当：大

おおわき

脇　☎�67-7500
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情報ガイド情報ガイド

第 30 回

みたけの森ささゆりまつり

6 月 2 日 （日）　　※小雨決行

午前 9 時 30 分～午後 2 時 30 分

●会場 ： みたけの森

●臨時駐車場 ： 御嵩小学校グラウンド

　　※御嵩小学校グラウンドと名鉄御嵩駅から、
　　　往復臨時シャトルバスを運行します !!

★ 主なイベント

　○マスのつかみ取り

　○スタンプラリ－

　○木工教室

　○流しそうめん　など

●主催：みたけの森まつり実行委員会

■�問い合わせ：まちづくり課商工観光係
　担当：可

か に

児（内線�2231）
毎年、 大好評！

「マスのつかみ取り」

御嵩町といえば！

「流しそうめん」

※ ゴールデンウィーク期間（5 月 3 日
～ 6 日）は開館します。

5 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

13 日（月）、20 日（月）、21 日（火）、
27 日（月）、31 日（金）

◆ おとなのシネマシアター
　「風光る剣」～八

はちがくとう

獄党秘
ひ ぶ ん

聞～
●日時：5 月 19日（日）
　午後 2時～午後 4時 15分
●場所：1 階�研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　絵本や紙芝居の読み聞かせです。
● 日時：5月4日（土・祝）・11日（土）
　午後 2時～午後 2時 30分
●場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば（0 歳～ 3 歳児向け）
　乳幼児向けの絵本や紙芝居の読み
聞かせです。
● 日時：5 月 14日（火）・28日（火）
　午前 10時 30分～午前 11時
●場所：おはなしのへや

◆ 郷土館資料紹介展

　「服
はっとり

部 保
たもつ

作品展」
● 期間：5 月 26日（日）まで
● 場所：2 階�特別展示室

◆ 中山道みたけ館ミニ展示

　「新
に い み

美南
なんきち

吉生誕百年展」
● 期間：5 月 30日（木）まで
● 場所：1 階�エントランスホール

◆ キッズシアター
　「シンデレラ」
●日時：5 月 18日（土）
　午後 2時～午後 3時 25分
●場所：1 階�研修室

◆ 竹屋資料館ミニ展示

　「端
た ん ご

午の節
せ っ く

句展」
● 期間：5 月 6日（月・振休）

まで
●場所：商家竹屋�主屋

　「水
すいぼくが

墨画展」
● 期間：5 月 11日（土）～ 25日（土）
●場所：商家竹屋�主屋
●協力：みたけ墨友会

★ ★　5 月の予定　★ ★
中 山 道

み た け 館
開
館
時
間

火〜金 ： 午前 10 時〜午後 6 時

： 午前 9 時〜午後 5 時
土 ・ 日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス ：

   http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館 ☎ （0574） 67-7500

竹屋資料館 ☎ （0574） 67-5704
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～ さんさんだより ～

◇ 「エコビアガーデン」

●日時 ： 5 月 17 日 （金）

午後 6 時～午後 9 時

　「みたけとんちゃん」をはじめとしたおいしい食べ
物と飲み物が出店します。ぜひお出かけください。
☆特典：名鉄電車でお越しの人には割引券を配付。
☆主催：エコビアガーデン実行委員会

◇御嶽宿 「宿の市」

●日にち ： 6 月 2 日 （日）

●場所 ： 御嶽宿周辺の店舗 ・ 御嶽宿さんさん広場

　御嶽宿周辺のお店では、宿の市限定のお得なサー
ビスが提供されます。また、さんさん広場でも出店
があります。ぜひお出かけください。

◇ 「あゆみ館」 パン ・ クッキーなどの販売

●日時 ： 毎週木曜日

午前 9 時 30 分～午後 4 時

　あゆみ館のおいしいパンやクッキーなどを販売し
ています。ぜひお出かけください。

～ わいわいだより ～

◇ 『ウクレレ ・ ミニコンサート』　（わいわい館�茶房棟）

　フライ・ミィ・トゥ・ザ・ムーン、いい日旅立ち、
真珠貝の歌など、ラテン系音楽や日本の名曲をウクレ
レの音色で楽しんでみませんか。ぜひご参加ください。
● 日時：5 月 25日（土）
　　　　午後 1時 30分～午後 3時
●入場料：無料
●演奏：大

おおさわ

澤康
やすひで

秀さん、寺
てらさわ

澤豊
とよふみ

文さん

◇ 『シャドーアート展』　（わいわい館�茶房棟・交流棟 2階）

　紙に描かれた模様や絵の切り抜きを何枚も組み合わ
せ、立体的に仕上げた不思議な作品の数々を展示しま
す。ぜひお出かけください。
●期間：6 月 6日（木）～ 25日（火）
●出展：澤

さわだ

田三
みつお

男さん　ほか

◇ 毎週火曜日は…みたけ華ずしの日！好評開催中

★午前 11 時～「華ずしの提供」（1日限定 20食）
　◎�華ずし＆舳

へ ご や ま

五山茶
ちゃ

セットで 300円～
★午後 1 時 30 分～「華ずし体験」
　◎ 定員：15 名（予約制）
　◎受講料：1,000 円
　☆作ったお寿司はお持ち帰りできます。
※御嶽宿わいわい館に申し込みください。

☀ 御嶽宿さんさん広場（名鉄御嵩駅前）
エコビアガーデン 　5 月 17 日 （金）

御嶽宿 「宿の市」 　6 月 2 日 （日）

「あゆみ館」 販売 毎週木曜日

� 御嶽宿わいわい館（願興寺向かい）
　開館時間：午前 9時～午後 5時
　休館日：毎週水曜日　☎（0574）42-8580

■ 問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係
　担当：小

おぐら

倉・山
やまだ

田（内線�2235）

♪♪　御嶽宿 わいわい館 ・ さんさん広場からのお知らせ　♪♪御嶽宿 わいわい館 ・ さんさん広場からのお知らせ

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより （5 月） ☆★☆★☆★

　教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間づくりを目的とした『乳幼
児期家庭教育学級』を設置しています。今月は次の講座をおこないますので、ぜひご参加ください。

※あいあいくらぶ�対象者�…�H24 後期組：平成 24年 4月～ 9月生まれ
�H25 前期組：平成 24年 10月～平成 25年 3月生まれ

◎�乳幼児期家庭教育学級・あいあいくらぶの申し込みは、随時受付しています。入級を希望され
る人は、生涯学習課にお問い合わせください。

■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：須
す だ

田（内線�2268）

わいわい館の茶房棟は、御嵩町観光協会が運営しています

学級名 開催日 時�間 場�所 講座の内容
上之郷・御嵩学級 23日（木）

午前 10時～
午前11時30分

御嵩公民館 バス遠足（共栄公園）

中学級 22日（水） 中公民館 バス遠足（陶史の森）

伏見学級 15日（水） 伏見児童館 バス遠足（緑の丘公園）

あいあい
くらぶ※

Ｈ24後期組 9日（木）

保健センター

音とふれあって遊ぼう（リトミック）

Ｈ25前期組 20 日（月）
開級式（みんなでスタート！友のわ・
育児のワ！）～ベビーマッサージで
親子の絆を深めよう～
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子育て支援センター

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

ぽっぽかん
休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始

開館時間：午前 9 時～午後 5 時
☎ 67-5221

指定管理者：社会福祉法人 御嵩町社会福祉協議会
中児童館 ☎ 67-0400 ／伏見児童館 ☎ 67-3625

休館日：日曜日、祝日、年末年始
開館時間：午前 10 時～午後 5 時

★★ 5 月の予定★★

ぽっぽかん

☆ “育児相談”

　子育てについて、不安はありませんか？気軽にお　
出かけください。電話もお待ちしています。
　◆日時：月曜～金曜日　午前 9時～午後 5時

★ “子育ておしゃべりタイム” へのお誘い

　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援セ
ンターに来ませんか？一緒におしゃべりしたり、子ど
もと遊んだりしながら、ストレスを発散しましょう。 
　◆日時：毎週月曜日　午前 10時～午前 11時 30分

★ “親子教室” のご案内 （会員制）　会員募集中！

　申し込んだコースに参加してください。
　◆日時：午前 10時～午前 11時 30分
　　◎さくらんぼコース（1歳児）� 5 月 21日（火）
　　◎りんごコース（2歳児）� 5 月 24日（金）
　◆内容：開級式
　※�親子教室の会員を募集しています。
近くにお住まいのお友だちも誘って、
一緒に楽しみませんか。

★ “おはなしの広場” に来てね！

　紙芝居や絵本に親しみ、読み聞かせを
通して、情緒豊かなお子さんに育てましょ
う。絵本の貸出しもおこなっています。
　◆日時：5 月 8日（水）
　　午前 10時 30分～午前 11時 30分
　※�絵本の読み聞かせは、毎日、午前 11時 30 分から
おこなっています。親子で読み聞かせに参加して、
絵本の世界を楽しみましょう。

★ 5 月の “園庭開放” ＆ “巡回子育て相談”

　◆日時：午前 9時 30分～午前 11時 30分
　　 8日（水）中保育園 � / 9 日（木）伏見保育園
　　23日（木）上之郷保育園 �/30 日（木）御嵩保育園
　※�園庭開放の申込受付は、各保育園または子育て支
援センターでおこなっています。

★ “出前保育” をおこないます！

　みんなで遊んで楽しみながら、交流
を深めます。
　◆日時：5 月 15日（水）　午前 10時～正午
　◆場所：南山公園（雨天の場合：Ｂ＆Ｇ体育館）

＜ 6 月の予定＞
◎ 3 日： 風船あそび
◎ 10 日： 栄養士の話

身体測定
◎ �17 日：シールあそび
◎ 24 日：七夕かざり作り

＜ 5 月の予定＞
◎ 13 日： タオルあそび
◎ 20 日：  なかよしタイム

身体測定
◎ �27 日：散歩

＜中児童館＞

9 日（木）ひよこタイム（母の日プレゼント作り）
午前 10時 30分

11日（土）母の日プレゼント作り
� ①午前 10時 30分　②午後 1時 30分
16日（木）ひよこタイム（春みつけ散歩）

午前 10時 30分
18日（土）クレープ作り
� 午後 1時 30分
30日（木）ひよこタイム（リズムあそび）
� 午前 10時 30分
★閉館日：24 日（金）、25 日（土）

＜伏見児童館＞

8 日（水）ひよこタイム（小麦粉ねんどあそび）
� 午前 10時 30分
11日（土）母の日プレゼント作り
� 午後 1時 30分
18日（土）みんなであそぼう
� 午後 1時 30分
22日（水）ひよこタイム（散歩＆外あそび）
� 午前 10時 30分
★閉館日：24 日（金）、25 日（土）

申

参

申

参

申

参

申

参

＜中･伏見児童館合同行事＞

「第 17 回　みたけ町こどもまつり」

楽しいイベントがいっぱいです。みんな来てね！

● 日時 ： 5 月 25 日 （土）　　※雨天決行

午前 10 時～午後 2 時 30 分

●場所 ： 中公民館

●主な内容：
　【オープニング】ピーカ！ブーさんの人

にんぎょうげき

形劇
　【遊びのコーナー】�ボールダーツ、ホールインワン

ゲーム、しゃぼん玉
　【工作のコーナー】サンバイザー作り、空

くうきほう

気砲作り
　【その他】模

も ぎ

擬店
てん

（50円～）、お楽しみ抽
ちゅうせんかい

選会
など

申

参

申

参
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34

＜ 平成 25 年 3 月受付分（敬称略）＞

■問い合わせ：住民環境課住民係　担当：仲
なかだ

田
　（内線�2105)

（
（
（

お誕生
　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

渡
わたなべ

邉颯
そ う た

太（西 本 町）友 大
実奈子

藤
ふ じ た

田彩
あ ゆ な

結（大 庭 台）裕 三
由希子

清
しみず

水菜
な な か

々佳（古 屋 敷）和 也
留 奈

鍵
か ぎ や

谷　空
そら

（伏 見 台） 忍
小百合

浅
あ さ の

野仁
に こ

胡（本 郷）道 昭
幸 枝

浅
あさの

野琥
こ た ろ う

太朗（本 郷）道 昭
幸 枝

小
お ざ わ

澤由
ゆ き

貴（古 屋 敷）達 彦
万貴子

中
なかがみ

神多
た み

実（大 庭 台）徹 也
佐智代

髙
た か ぎ

木花
か の ん

音（本 郷）富 夫
舞

鈴
すず き

木廉
れんしょう

将（南山台西）勇 多
理 沙

渡
わたなべ

邉実
み れ い

伶（大 庭）大 祐
まゆみ

吉
よ し だ

田詩
う た は

葉（西 町）和 弘
万梨亜

澤
さ わ い

井希
の あ

愛（稲 荷 台）瑛 二
麻里子

佐
さ こ う

光心
こ は る

春（本 郷）直 樹
美奈実

鍵
か ぎ や

谷勇
は や と

斗（野 崎）伸 也
麻菜見

　����婚姻者名　　　���住　　所

　山本哲也（古 屋 敷）
　鈴木千聡（輪之内町）

　小林春彦（津 橋）
　堀　智美（岐 阜 市）

　山田真司（顔 戸 南）
　南谷佳菜（郡 上 市）

　礒谷篤志（川 辺 町）
　島田成美（新 町）

　林　透馬（向 陽 台）
　天池沙弥佳（向 陽 台）

　松田晃彦（大 庭）
　小田由布子（大 庭）

　田中健太（南 町）
　秋松愛加（八百津町）

　佐藤裕司（西 之 門）
　福田 子（美濃加茂市）

　藤田友義（愛 知 県）
　山口美紀（北 切）

ご結婚
　　おめでとう

　死亡者名���������死亡年齢�������自治会名��������������喪主名

鈴木　豊��77 歳（北 屋 敷）鈴木隆司

鍵谷喜美子��69 歳（野 崎）鍵谷智宏

鍵谷文子��83 歳（ 里 ）鍵谷一成

大島枝宣子��87 歳（愛 宕 町）奥村志伸

小倉すみゑ��97 歳（井 尻）小倉繁二

前田文子��98 歳（山 田）前田正美

佐藤芳郎��79 歳（愛 宕 町）佐藤美奈子

田國彦��74 歳（大 庭 台）渡邉和也

古田春夫��82 歳（高 倉）古田光由

木村　武��78 歳（西 田）木村鈴江

佐々木俊弘��70 歳（稲 荷 台）佐々木久枝

佐賀 ��108 歳（北 切）佐賀　誠

伊左次芳美��93 歳（南 町）伊左次章二

堀井せつ��98 歳（高 倉）堀井正幸

伊佐治昭男��83 歳（古 屋 敷）伊佐治正隆

馬場則夫��79 歳（新 町）木村雄三

小栗政子��96 歳（津 橋）小栗王頼

髙井銑一��76 歳（西 之 門）髙井伸幸

兼氏 づ子��84 歳（長 岡）和泉三枝子

瀨川テル子��82 歳（西 田）瀨川照夫

可兒満寿江��84 歳（栢 森）可兒照子

安藤 ほ子��86 歳（ 宿 ）安藤好郎

揖斐美和子��76 歳（美 佐 野）揖斐春次

平田綾子��92 歳（長 岡）平田和博

有国敏之��67 歳（稲 荷 台）有国敦夫

お悔やみ
　申し上げます

（
（
（
（
（
（

※�今月の「中山道みたけ館からのお知らせ」は、31ページの情報ガイド欄に掲載しています。

【訂正】
　ほっとみたけ4月号14～ 15ページ『平成25
年度�当初予算をお知らせします』の記事のなかで、
15ページ「一般会計の主な使いみち」教育費の金
額に誤りがありました。
　◎�スクールバスの購入
　　�誤：8,762 万円　　→　　 正：876 万円
上記のとおり、訂正させていただきます。

■ 問い合わせ：総務課財政係　担当：日
ひ び の

比野
　（内線�2206)

　「おめでた・おくやみ」欄には、御嵩町に戸
籍の届出をした人のなかで、掲載を希望された
人のお名前を掲載しています。
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余よ

ぎ儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

水
面
下
に
押
し
や
ら
れ
つ
つ
も
、
議
論

に
議
論
を
重
ね
た
こ
と
が
、
の
ち
の

柳や
な
が
わ川

町
政
誕
生
や
、
町
議
の
3
分
の
2

の
交
代
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
発
生
し
た

事
案
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
多
少

風
化
が
懸け

ね
ん念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

環
境
に
疎
い
町
が
、
一
気
に
環
境
の

町
と
称

し
ょ
う

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、“
環
境
”

“
廃
棄
物
”“
京
都
議
定
書
”
な
る
言
葉

が
日
常
の
会
話
で
自
然
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
御
嵩
町
は
大
変
身
を
遂と

げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。間
違
い
な
く
、

当
時
は
全
国
の
先
頭
を
走
る
町
と
し
て

自じ

ふ負
し
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
町
民

の
誇ほ

こ

り
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
私
が
町
長
と
な
り
、
近
隣

市
町
村
と
の
交
流
を
多
く
、
濃
く
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
他
自
治
体
の
環

境
施
策
へ
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
と

な
り
、
い
つ
の
ま
に
か
、
御
嵩
町
が
遅

れ
を
と
っ
て
い
る
分
野
が
多
く
あ
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。“
環
境
の

町�

御
嵩
”
と
い
う
言
葉
や
評
価
の
上

に
胡あ

ぐ
ら坐
を
か
い
て
い
る
う
ち
に
、
多
く

の
自
治
体
が
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、

粛し
ゅ
く
し
ゅ
く

々
と
施
策
を
進
め
て
お
ら
れ
た
の
で

す
。
焦あ

せ

り
に
も
似
た
思
い
を
抱い

だ

き
つ
つ

あ
っ
た
な
か
、も
た
ら
さ
れ
た
朗ろ

う
ほ
う報

が
、

政
府
の
“
環
境
モ
デ
ル
都
市
”
選
定
へ

環
境
と
御
嵩

　

元
来
、
御
嵩
町
は
環
境
問
題
に
疎う

と

い
町
、

と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
す
。
戦
後
の
経

済
復
興
の
一い

ち
よ
く翼
を
担に

な

っ
た
、
亜
炭
産
業
華は

な

や
か
な
り
し
時
代
は
、
環
境
問
題
を
考
え

る
余
裕
は
与
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
バ
ブ
ル
経
済

で
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
が
相あ

い
つ次

ぎ
、
最

終
的
に
は
産
廃
問
題
を
抱か

か

え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
環
境
問
題
に
疎

い
御
嵩
だ
か
ら
抱
え
て
し
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
個
別
に
し
て
い
た

町
内
の
事
業
・
商
売
の
経
営
者
や
後
継
者

約
70
人
が
集
ま
り
、
設
立
し
た
の
が
、「
み

た
け
・
未
来
・
21
」
で
し
た
。
空
の
青
、

山
の
緑
、
水
の
美
し
さ
を
次
世
代
に
残
し

た
い
と
の
思
い
を
理
念
に
、
政
策
提
言
を

目
標
と
し
、
平
成
4
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
全
員
、
当

時
の
保
守
系
で
、
ゴ
ル
フ
場
も
存
在
を
否

定
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
御

嵩
町
の
町
土
に
相ふ

さ
わ応
し
い
ゴ
ル
フ
場
の
数

と
は
、
を
問
う
て
い
ま
し
た
し
、
産
廃
処

分
場
に
つ
い
て
も
、“
ど
こ
か
に
必
要
と
、

ど
こ
で
も
よ
い
と
は
違
う
”
と
問
題
提て

い
き起

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
産
廃
問
題
で
は
、

手
づ
く
り
の
“
ご
存
知
で
す
か
”
と
題

し
た
広
報
紙
を
多
く
の
町
民
に
手
渡
し
た

の
で
す
が
、
反
応
は
ま
っ
た
く
な
く
、
町

民
の
支
持
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
考
え
て
い

た
私
た
ち
は
、
再さ

い
き起
を
期き

す
も
、
撤て

っ
た
い退
を

町 長 月 記

の
募
集
で
し
た
。
い
わ
ば
、“
環
境
モ

デ
ル
都
市
”
は
負
で
は
な
く
、
正
の
目

標
で
あ
り
、
金き

ん

看か
ん
ば
ん板
と
な
り
得
ま
す
。

こ
れ
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、も
う
一
度
、

町
民
が
一い

ち
が
ん丸

と
な
れ
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
と
判
断
し
ま
し
た
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
選
定

　

3
月
15
日
に
新し

ん
ど
う藤
総
務
大
臣
か
ら
発

表
さ
れ
た
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
、

御
嵩
町
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で

20
都
市
、
中
部
圏
で
は
、
富
山
市
・
豊

田
市
・
飯
田
市
、
そ
し
て
御
嵩
町
の
4

都
市
の
み
で
、
も
ち
ろ
ん
、
岐
阜
県
で

は
御
嵩
町
だ
け
で
す
。
4
月
2
日
、
総

務
省
副
大
臣
室
で
挙き

ょ
こ
う行

さ
れ
た
、
選
定

証
授
与
式
に
出
席
し
、
あ
ら
た
め
て
緊

43

張
感
を
覚お

ぼ

え
、
身
を
引
き
締
め
て
い
ま

す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
御
嵩
町
は
5
年

前
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
選せ

ん

か
ら
も

れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
も
高
い
レ
ベ
ル

の
提
案
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
、
時
代
の
あ・

・

・

・

り
よ
う

に
は
ね
返
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
5

年
前
と
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

企
業
が
過
去
最
高
の
収
益
を
上
げ
て
い

る
時
代
で
、
傾
向
と
し
て
、
か
な
り
大

が
か
り
で
派
手
な
提
案
が
選
定
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

御
嵩
町
は
、
今
回
も
不
可
能
な
数
値

を
掲か

か

げ
る
の
で
は
な
く
、“
少
し
背
伸

び
を
し
て
、
皆
が
が
ん
ば
れ
ば
達
成
で

き
る
”
と
確
信
し
た
数
値
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、“
達
成
可

能
”
で
あ
り
、“
継
続
性
”
で
あ
り
、“
参

加
型
”
で
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
参
加
し
、
継
続
す
る
に
は
、
楽

し
さ
も
伴

と
も
な
う
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
内
に
は
、
提
案
を

ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
く
の
か
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
は
知
識
と
い
う
よ
り
、
知

恵
を
必
要
と
す
る
作
業
と
な
り
ま
す
。

御
嵩
町
役
場
は
全
員
体
制
で
臨の

ぞ

み
ま
す

が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
も
全
員
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
英え

い
ち知
の
結

け
っ
し
ゅ
う集
を
は
か

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

4
月
10
日
執
筆

▶��

環
境
モ
デ
ル
都
市
選
定
証
を
坂さ
か
も
と本

哲て
つ
し志

総
務
副
大
臣
（
左
）
か
ら
受
け
取
っ
た

渡
邊
町
長



【 みたけエコシンボルキャラクターが決まりました！！ 】

　

町の人口と世帯（2013.4.1 現在）

POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　19,103 人（－ 51）

　　　 男　 9,480 人（－ 22）

　　　 女　 9,623 人（－ 29）

　　 世帯  7,007 世帯（－ 5）

発行／御嵩町
 編集／企画課秘書広報係
〒 505-0192　岐阜県可児郡御嵩町御嵩 1239 番地 1
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ホームページアドレス　http://www.town.mitake.gifu.jp/
携帯版ホームページ　　http://www.town.mitake.gifu.jp/mobile/
電子メールアドレス　　mitake ＠ town.mitake.lg.jp

表　

紙　

か　

ら

　

4
月
1
日
か
ら
運
行
形
態
が

大
き
く
変
わ
っ
た
「
御
嵩
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
出
発
式
」
の
様

子
で
す
。

　

こ
の
4
月
か
ら
、
御
嵩
・
中
地

区
は
、
今
ま
で
同
様
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
に
よ
る
運
行
、
上
之
郷
地

区
・
伏
見
地
区
は
、
新
た
に
タ
ク

シ
ー
車
両
を
使
っ
た
予
約
型
の

運
行
で
「
ふ
れ
あ
い
予
約
バ
ス
」

に
な
り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
予
約

バ
ス
は
、
利
用
し
た
い
便
の
1
時

間
前
ま
で
の
予
約
（
☎�

６
０
‐

２
０
１
１
）
が
必
要
で
す
。
予
約

が
必
要
に
な
り
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
平
日
毎
日
運
行
、

便
数
の
増
便
な
ど
、
今
ま
で
よ
り

も
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

今月の健康料理 「新じゃがと鶏
と り に く

肉の甘
あ ま か ら

辛揚
あ

げ」

■ 問い合わせ：住民環境課住民係　
　（内線�2105)

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。

【 大きなハクモクレンの木に花が咲きました！！ 】

　伏見地区にお住まいの人から、「モクレンの花がきれいに咲
いていますよ」という電話をいただき、早速、写真を撮りに行
きました。とても大きくて立派な木で、花がたくさんついてい
て、とてもきれいでした。花の名前は詳しくありませんが、お
そらく「ハクモクレン（白木蓮）」の木だと思われます。ハク
モクレンはコブシとよく似ているそうです。（3月 22日）

【作り方】
①�鶏肉は食べやすい大きさに切り、しょうが汁、
酒、しょうゆを混ぜたものに浸けて、下味をつ
けておく。
②①の鶏肉に片栗粉をまぶして、油で揚げる。
③�じゃがいもは皮ごときれいに洗い、小さいもの
はそのまま、大きいものは食べやすい大きさに
切って、水気をよくふいて、素揚げする。
④�Ａの調味料を煮立てて、タレを作る。そこに鶏
肉とじゃがいもを加え、鍋をゆすりながらタレ
をからめる。
⑤つけ合わせの野菜をきれいに洗って添える。

【材 料】（4人分）
鶏もも肉 � 240g
しょうが汁� 少々
酒� 小さじ 1/2
しょうゆ� 小さじ 1
片栗粉� 適宜
新じゃがいも � 200g
揚げ油� 適宜
　砂糖 � 20g
　しょうゆ� 小さじ 2と 2/3
　みりん� 小さじ 2/3
　水� 大さじ 1
【つけ合わせ】
レタス、きゅうり、ミニトマト

【1 人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 カルシウム 食物繊維 塩分
246kcal 11.2g 11.0mg 1.1g 0.9g

■レシピ提供：保健センター（内線 2193）　

★ワンポイントメモ★　新じゃがの素揚げと鶏肉の唐揚げに甘辛いタレをからめます。タレが焦
こ

げないように、鍋をゆすりながらからめるのがポイントです（焦げそうなときは火を止めて、からめましょう）。からめるタレにごまを加えても、風味や食感がプラスされ、おいしくなります。
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